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一

第
二
次
大
戦
前
に
、
行
政
法
通
則
の
法
典
化
の
視
点
か
ら
一
九
三
一
年
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
行
政
法
草
案

(

１)

や
一
九
三
六
年

の
同
修
正
草
案

(

２)

の
紹
介
等
が
あ
り
、
昭
和
三
九
年
に
は
、
連
邦
行
政
手
続
法
（
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
）
の
一
九
六
三
年
「
模
範
草
案
」
の
紹

介
等
が
あ
っ
た

(

３)

。
こ
れ
ら
草
案
中
に
は
、
行
政
行
為
の
職
権
取
消
（
以
下
、
も
っ
ぱ
ら
「
取
消
」
と
い
う)

・
撤
回
の
規
定
も
含
ま

137

一

は

じ

め

に

一

は

じ

め

に

二

侵
益
的
行
政
行
為
の
取
消

三

授
益
的
行
政
行
為
の
取
消

四

二
重
効
果
的
行
政
行
為
の
取
消

五

租
税
行
政
行
為
の
取
消

六

お

わ

り

に

神
戸
学
院
法
学
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四
巻
第
三
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(

二
〇
〇
五
年
三
月)

乙

部

哲

郎

連
邦
行
政
手
続
法
等
に
お
け
る
行
政
行
為
の
取
消



(814)

れ
て
い
る

(

４)

。
昭
和
四
〇
年
代
に
は
、
行
政
行
為
の
取
消
を
正
面
か
ら
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
が
現
れ
た

(

５)

。
こ
の
な
か
で
、
鍋
沢
氏
は
、

戦
前
の
ド
イ
ツ
の
学
説
の
多
く
は
撤
回
を
扱
う
際
に
簡
単
に
取
消
に
付
言
す
る
程
度
で
あ
っ
た
と
い
い
、
取
消
の
根
拠
を
中
心
に
ド

イ
ツ
の
学
説
を
概
観
し
て
、
侵
益
的
行
政
行
為
と
異
な
り
授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
に
は
法
律
の
根
拠
が
必
要
と
い
う
。
と
り
わ
け

遠
藤
氏
の
研
究
は
質
量
に
お
い
て
卓
越
し
、
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
の
取
消
論
の
展
開
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
ド

イ
ツ
等
に
お
け
る
多
数
の
判
例
・
学
説
を
主
な
素
材
と
し
て
取
消
を
め
ぐ
る
論
点
に
つ
い
て
包
括
的
に
検
討
す
る
。
そ
の
後
、
茂
呂

氏
は
、
授
益
的
行
政
行
為
概
念
や
そ
の
取
消
制
限
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
の
展
開
を
概
観
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
九
七
六
年
に
制
定
の
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
の
四
八
条
は
、
内
容
的
に
は
従
来
の
判
例
・
学
説
や
法
令
の
規
定
の
影
響
が
多

分
に
み
ら
れ
る
も
の
の
、
行
政
行
為
の
取
消
に
つ
い
て
包
括
的
に
定
め
る
一
般
法
と
し
て
重
要
で
あ
る

(

６)

。
同
年
に
制
定
の
租
税
通
則

法
（
Ａ
Ｏ
）
の
一
三
〇
条
も
、
基
本
的
に
は
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
四
八
条
に
な
ら
っ
た
規
定
を
お
い
て
い
る
。

二

行
政
行
為
の
取
消
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
さ
い
に
は
、
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
の
ほ
か
、
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
四
八
条
等
の
規
律

も
参
考
に
値
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
ド
イ
ツ
の
最
近
の
文
献
を
中
心
に
同
条
等
に
つ
い
て
概
観
を
試
み
よ
う

と
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

(

１)

佐
々
木
惣
一
「
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
グ
行
政
法
典
の
編
纂
」
論
叢
二
七
巻
二
号
（
昭
和
七
・
一
九
三
二
）
一
四
三
頁
以
下
、
園
部
敏

「
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
行
政
法
草
案
」(

昭
和
七
・
一
九
三
二)
『
続
行
政
法
の
諸
問
題
』
所
収
（
有
信
堂
、
昭
和
三
〇
・
一
九
五
五
）
四

九
頁
以
下
、
田
中
二
郎
「
行
政
法
に
於
け
る
法
典
的
立
法
の
傾
向

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
行
政
法
典
草
案
を
中
心
と
し
て

」(

昭

和
八
・
一
九
三
三)

『
公
法
と
私
法
』
所
収
（
有
斐
閣
、
昭
和
三
〇
・
一
九
五
五
）
三
〇
五
頁
以
下
。
第
二
次
大
戦
前
の
ド
イ
ツ
に
お
け

る
行
政
行
為
の
取
消
・
撤
回
に
関
す
る
法
令
の
規
定
（
法
律
草
案
は
収
録
し
て
い
な
い
）
に
つ
い
て
は
、M

.
A

rn
d

t,
�
�
��
�
��
�
	

u
n

d

W
id

e
rru

f
v

o
n

V
e

rw
altu

n
g

sak
te

n－
A

u
fh

e
b

u
n

g
u

n
d


�
�	�

�
�

v
o

n
S

te
u

e
rb

e
sch

e
id

e
n－

,
1

9
9

8
,

S
.2

9
ff.,

2
2

8
ff.

以
下
、
ド
イ
ツ
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の
文
献
を
引
用
す
る
場
合
は
、A

rn
d

t,
F

n
(

1)
,

S
.

2
9

と
い
う
よ
う
に
表
示
す
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
乙
部
哲
郎
「
ド
イ
ツ
連
邦

行
政
手
続
法
等
に
お
け
る
行
政
行
為
の
撤
回
」
神
院
三
一
巻
四
号
（
平
成
一
四
・
二
〇
〇
二
）
四
頁
参
照
。

(
２)
柳
瀬
良
幹
「
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ヒ
の
修
正
行
政
法
典
草
案
に
就
て(

一)

、(

二
・
完)

」
法
学
七
巻
五
号
・
六
号
（
昭
和
一
三
・
一
九

三
八)
、
田
中
二
郎
「
行
政
法
通
則
に
関
す
る
一
資
料

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
行
政
法
典
草
案
を
中
心
と
す
る
行
政
法
通
則
の
研
究

其
の
一

」(

昭
和
一
六
・
一
九
四
一)

『
公
法
と
私
法
』
所
収
三
二
九
頁
以
下
参
照
。

(

３)

南
博
方
「
西
独
の
行
政
手
続
法
模
範
草
案
の
構
想
と
概
要
」(

昭
和
三
九
・
四
〇
、
一
九
六
四
・
一
九
六
五)

『
行
政
手
続
と
行
政
処

分
』
所
収
（
弘
文
堂
、
昭
和
五
五
・
一
九
八
〇
）
七
五
頁
以
下
。F

.
�
����

��
�
�,

D
ie

	
�

�
�
��

�

fe
h

le
rh

afte
r
����

�
������

���
V

e
r-

w
altu

n
g

sak
te

,
2
.

A
u

fl.,
1

9
6

5
,

S
.

1
6

2
f.

に
は
、
行
政
行
為
の
取
消
に
つ
い
て
定
め
る
同
草
案
三
七
条
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

(

４)

こ
れ
ら
の
草
案
等
に
お
け
る
連
邦
行
政
手
続
法
成
立
前
の
行
政
行
為
の
取
消
・
撤
回
の
一
般
規
定
に
つ
い
て
は
、
近
く
別
稿
で
く
わ

し
く
扱
う
予
定
で
あ
る
。

(

５)

鍋
沢
幸
雄
「
行
政
行
為
の
職
権
に
よ
る
取
消
序
説
」
早
稲
田
法
学
会
誌
一
五
巻
（
昭
和
四
〇
・
一
九
六
五
）
一
三
三
頁
以
下
、
遠
藤

博
也
『
行
政
行
為
の
無
効
と
取
消
』(

東
大
出
版
会
、
昭
和
四
三
・
一
九
六
八
）
一
八
〇
頁
以
下
、
茂
呂
実
「
瑕
疵
あ
る
授
益
的
行
政
行

為
の
取
消
と
そ
の
制
限
（
そ
の
１)

」
福
井
大
教
育
学
部
紀
要
Ⅲ
社
会
科
学
二
三
号
（
昭
和
四
八
・
一
九
七
三
）
三
九
頁
以
下
。
な
お
、

乙
部
哲
郎
「
行
政
行
為
の
取
消
撤
回
と
信
頼
保
護
」
神
院
八
巻
一
号
（
昭
和
五
二
・
一
九
七
七
）
五
九
頁
以
下
。

(

６)

連
邦
レ
ベ
ル
で
は
行
政
行
為
の
取
消
に
関
す
る
個
別
の
行
政
法
令
が
多
数
、
現
存
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
四
八
条
に
優
先

し
て
適
用
さ
れ
る
。v

g
l.
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一

概

説

一

Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
四
八
条
は
、
侵
益
的
行
政
行
為
と
授
益
的
行
政
行
為
と
で
取
消
の
許
容
要
件
や
取
消
期
間
の
有
無
な
ど
を
区
別

す
る
。
こ
こ
で
、
一
九
七
六
年
制
定
当
時
の
同
条
を
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る

(

７)

。
な
お
、
一
九
九
六
年
、
遡
及
的
取
消
・
撤
回
等
の

場
合
の
給
付
の
償
還
義
務
を
定
め
る
四
九
ａ
条
の
新
設
に
よ
り
、
四
八
条
二
項
五
文
か
ら
八
文
は
削
除
さ
れ
た
こ
と
、
償
還
さ
れ
る

べ
き
給
付
・
財
産
的
損
失
に
関
す
る
紛
争
が
原
則
と
し
て
行
政
訴
訟
に
よ
り
解
決
す
べ
き
こ
と
は
自
明
と
さ
れ
た
た
め
、
四
八
条
六

項
も
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

第
四
八
条
（
違
法
な
行
政
行
為
の
取
消
）

�

違
法
な
行
政
行
為
は
、
そ
れ
が
不
可
争
と
な
っ
た
後
で
も
、
全
部
ま
た
は
一
部
、
将
来
ま
た
は
過
去
に
対
す
る
効
力
を
も
っ

て
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
権
利
も
し
く
は
法
的
に
重
要
な
利
益
を
設
定
し
ま
た
は
確
認
す
る
行
政
行
為
（
授
益
的
行
政

行
為
）
は
、
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
掲
げ
る
制
限
の
も
と
で
の
み
、
取
り
消
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

�

一
回
的
も
し
く
は
継
続
的
な
金
銭
給
付
ま
た
は
可
分
的
な
現
物
給
付
を
与
え
、
ま
た
は
、
そ
の
た
め
の
要
件
と
な
る
違
法
な

行
政
行
為
は
、
受
益
者
が
行
政
行
為
の
存
続
を
信
頼
し
、
か
つ
、
そ
の
信
頼
が
取
消
に
お
け
る
公
益
と
の
考
量
の
も
と
で
保
護

に
値
す
る
か
ぎ
り
、
取
り
消
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
信
頼
は
、
受
益
者
が
与
え
ら
れ
た
給
付
を
消
費
し
た
と
き
、
ま
た

は
、
も
は
や
原
状
に
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
も
し
く
は
期
待
不
可
能
な
損
失
の
も
と
で
の
み
原
状
に
復
す
る
こ
と
が
で
き

る
財
産
的
処
分
を
し
た
と
き
は
、
原
則
と
し
て
保
護
に
値
す
る
。
受
益
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
と
き
に
は
、

信
頼
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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一

詐
欺
、
強
迫
ま
た
は
賄
賂
に
よ
っ
て
行
政
行
為
を
得
た
と
き
。

二

重
要
な
関
係
に
お
い
て
、
不
当
ま
た
は
不
十
分
で
あ
っ
た
申
述
に
よ
っ
て
行
政
行
為
を
得
た
と
き
。

三

行
政
行
為
の
違
法
性
を
知
っ
て
い
た
か
、
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
こ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
と
き
。

第
三
文
の
場
合
に
は
、
行
政
行
為
は
原
則
と
し
て
過
去
に
対
す
る
効
力
を
も
っ
て
取
り
消
さ
れ
る
。
行
政
行
為
が
取
り
消
さ
れ

る
か
ぎ
り
、
す
で
に
与
え
ら
れ
た
給
付
は
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
償
還
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
不
当
利
得
の
返
還
に
関

す
る
民
法
典
の
規
定
を
準
用
す
る
。
第
三
文
の
要
件
が
存
す
る
場
合
に
は
、
償
還
義
務
者
は
、
行
政
行
為
の
違
法
性
を
理
由
づ

け
る
事
情
を
知
っ
た
か
、
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
こ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ぎ
り
、
利
得
の
消
滅
を
援
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
償
還
さ
れ
る
べ
き
給
付
は
、
官
庁
が
行
政
行
為
の
取
消
と
同
時
に
こ
れ
を
確
定
す
る
。

�

第
二
項
に
該
当
し
な
い
違
法
な
行
政
行
為
を
取
り
消
す
と
き
は
、
官
庁
は
、
申
請
に
基
づ
き
、
当
事
者
が
行
政
行
為
の
存
続

を
信
頼
し
た
こ
と
に
よ
り
受
け
た
財
産
的
損
失
を
、
こ
の
信
頼
が
公
益
と
の
考
量
の
も
と
で
保
護
に
値
す
る
か
ぎ
り
、
当
事
者

に
対
し
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
項
第
三
文
は
、
こ
の
場
合
に
適
用
す
る
。
財
産
的
損
失
の
調
整
は
、
行
政
行
為
の

存
続
の
場
合
に
当
事
者
が
有
す
る
利
益
額
を
越
え
な
い
も
の
と
す
る
。
調
整
さ
れ
る
べ
き
財
産
的
損
失
は
、
官
庁
が
確
定
す
る
。

こ
の
請
求
権
は
一
年
以
内
に
の
み
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
期
間
は
、
官
庁
が
当
事
者
に
対
し
こ
の
こ
と
を
示
し
た
と

き
か
ら
直
ち
に
開
始
す
る
。

�

官
庁
が
違
法
な
行
政
行
為
の
取
消
を
是
認
す
る
事
実
を
知
る
と
き
は
、
取
消
は
こ
れ
を
知
っ
た
時
か
ら
一
年
以
内
で
の
み
許

さ
れ
る
。
第
一
文
は
、
第
二
項
第
三
文
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

�

取
消
に
関
し
て
は
、
行
政
行
為
の
不
可
争
後
は
、
第
三
条
に
よ
り
権
限
を
有
す
る
官
庁
が
決
定
を
す
る
。
取
り
消
さ
れ
る
べ

き
行
政
行
為
が
他
の
官
庁
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
と
き
も
、
ま
た
同
様
と
す
る
。
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�

第
二
項
に
よ
り
償
還
さ
れ
る
べ
き
給
付
お
よ
び
第
三
項
に
よ
り
調
整
さ
れ
る
べ
き
財
産
的
損
失
に
関
す
る
紛
争
に
は
、
公
用

収
用
類
似
の
侵
害
を
理
由
と
す
る
補
償
が
考
慮
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
行
政
訴
訟
が
与
え
ら
れ
る
。

二

Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
は
、(

職
権
）
取
消
（�

�
��
�
��
�
	

）
は
違
法
な
行
政
行
為
の
廃
止
、
撤
回
（W

id
e

rru
f

）
は
適
法
な
行
政
行

為
の
廃
止
を
い
う
と
し
て
お
り
、
一
九
五
四
年
の
ハ
ウ
ア
イ
ゼ
ン
論
文
以
降
の
用
語
法
・
観
念
に
従
っ
て
い
る

(

８)

。
取
消
・
撤
回
の
共

通
の
上
位
概
念
と
し
て
は
廃
止
（A

u
fh

e
b

u
n

g

）
を
使
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
一
九
六
三
年
模
範
草
案
お
よ
び
一
九
七
三
年

「
政
府
草
案
」
の
考
え
方
の
よ
う
で
あ
る
が
、
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
は
、
廃
止
の
名
の
も
と
に
取
消
・
撤
回
の
み
で
な
く
、
異
議
審
査
庁
や

行
政
裁
判
所
に
よ
る
行
政
行
為
の
除
去
を
も
含
ま
せ
る
（
四
三
条
二
項
、
四
六
条
、
五
〇
条
、
五
一
条

(

９))

。
取
消
は
書
損
じ
、
計
算

違
い
そ
の
他
の
明
白
な
誤
謬
の
訂
正
（B

e
rich

tig
u

n
g

）
と
は
区
別
さ
れ
（
四
二
条)

、
訂
正
が
直
ち
に
可
能
で
あ
る
こ
と
に
は
異
論

が
な
い
。

取
消
は
、
行
政
行
為
が
違
法
か
つ
有
効
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
政
行
為
が
廃
止
・
失
効
（
存
続
期
間
の

満
了
等
に
よ
り
）
し
た
と
き
（
四
三
条)

、
行
政
行
為
の
手
続
的
・
形
式
的
瑕
疵
が
治
癒
し
た
と
き
（
四
五
条)

、
い
ず
れ
も
四
八
条

に
基
づ
く
取
消
は
で
き
な
い
。
違
法
な
行
政
行
為
が
他
の
行
政
行
為
に
適
法
に
転
換
し
た
と
き
も
（
四
七
条)

、
原
行
政
行
為
の
転

換
部
分
は
も
と
よ
り
、
非
転
換
の
部
分
も
転
換
に
よ
り
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
取
消
は
で
き
な
い

(

�)

。
重
大
明
白
な
瑕
疵
を
も
つ
行
政
行

為
は
無
効
で
あ
る
が
（
四
四
条
・
四
三
条
三
項)

、
そ
の
有
効
性
の
法
的
外
観
を
除
去
す
る
必
要
の
あ
る
場
合
も
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
こ
の
方
法
と
し
て
、
①
取
消
の
可
能
性
を
承
認
す
る
も
の
、
②
四
四
条
五
項
に
い
う
無
効
確
認
の
み
が
可
能
と
す
る
も
の
、

③
官
庁
に
よ
る
両
者
の
選
択
が
可
能
と
い
う
も
の
に
分
か
れ
る

(

�)

。
行
政
行
為
の
取
消
も
行
政
行
為
で
あ
る
が
、
取
消
の
取
消
も
可
能

で
あ
る

(

�)

。

行
政
行
為
が
違
法
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
時
点
は
、
原
則
と
し
て
行
政
行
為
の
発
付
時
で
あ
る
。
行
政
行
為
の
発
付
後
に
事
実
・
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法
状
況
の
変
更
に
よ
り
違
法
と
な
っ
た
行
政
行
為
の
廃
止
は
、
撤
回
の
問
題
と
な
る
。
同
旨
の
視
点
か
ら
、
あ
る
論
者
も
、
仮
に
こ

れ
が
取
消
の
ケ
ー
ス
と
考
え
る
と
き
は
、
四
九
条
二
項
一
文
三
号
・
四
号
の
適
用
は
、
事
実
・
法
状
況
の
事
後
的
変
更
に
よ
り
適
法

要
件
は
消
滅
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
官
庁
は
そ
の
裁
量
に
基
づ
き
当
該
行
政
行
為
の
発
付
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
場

合
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
れ
は
こ
の
条
項
の
意
味
や
成
立
史
に
も
反
す
る
し
、
事
実
・
法
状
況
の
変
更
の
場
合
に
は

遡
及
的
取
消
を
す
べ
き
必
要
性
も
存
在
し
な
い
と
す
る

(

�)

。

三

違
法
な
行
政
行
為
は
、
そ
れ
が
不
可
争
と
な
っ
た
後
で
も
、
全
部
ま
た
は
一
部
、
将
来
ま
た
は
過
去
に
対
す
る
効
力
を
も
っ

て
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
（
一
項
一
文)

。
将
来
に
対
す
る
効
力
（W

irk
u

n
g
��
�

d
ie

Z
u

k
u

n
ft

）
と
は
、
取
消
の
効
果
の
及
ぶ
時

点
が
取
消
行
為
の
発
効
時
（e

x
n

u
n

c

）
を
含
む
以
後
の
特
定
時
を
意
味
し
、
過
去
（V

e
rg

an
g
e

n
h

e
it

）
に
対
す
る
効
力
と
は
、
取

り
消
さ
れ
る
べ
き
行
政
行
為
の
発
効
時
（e

x
tu

n
c

）
を
含
む
以
後
の
過
去
の
特
定
時
を
意
味
す
る

(

�)

。
し
た
が
っ
て
、
官
庁
は
そ
の

裁
量
に
よ
り
取
消
の
効
力
が
及
ぶ
時
点
を
適
宜
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
点
を
決
め
る
場
合
に
は
、
相
手
方
の
保
護
に
値

す
る
信
頼
の
有
無
・
程
度
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
二
項
四
文
参
照)

。

四

四
八
条
は
、
授
益
的
（����

�
�	
�

��
�)

・
非
授
益
的
（n

ich
t
��
��

�
�	
���

�

）
行
政
行
為
概
念
を
採
用
す
る
よ
う
に
解
さ

れ
る
。
一
項
一
文
は
授
益
的
・
非
授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
に
関
す
る
一
般
規
定
で
あ
り
、
非
授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
に
つ
い
て

は
唯
一
の
実
体
規
定
を
意
味
す
る
。
こ
の
条
項
は
、
二
項
に
よ
り
取
消
禁
止
す
な
わ
ち
裁
量
余
地
が
な
く
な
る
場
合
に
の
み
適
用
さ

れ
な
い
。
二
項
・
三
項
は
授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
に
関
す
る
特
別
規
定
で
あ
る
が
、
保
護
に
値
す
る
信
頼
が
な
い
場
合
に
取
り
消

す
か
ど
う
か
は
一
項
一
文
に
よ
り
官
庁
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る

(

�)

。

四
八
条
は
、
授
益
的
行
政
行
為
と
非
授
益
的
行
政
行
為
と
で
取
消
の
許
容
基
準
を
区
別
す
る
。
授
益
的
行
政
行
為
と
は
、「
権
利

ま
た
は
法
的
に
重
要
な
利
益
を
設
定
し
も
し
く
は
確
認
す
る
」
行
政
行
為
を
い
う
。
権
利
等
の
「
設
定
」
は
権
利
形
成
、
権
利
等
の

連邦行政手続法等における行政行為の取消
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「
確
認
」
は
権
利
確
認
的
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
た
と
え
ば
、
建
築
許
可
は
権
利
形
成
的
で
あ
り
、
国
籍
が
あ
る
こ
と
の
確
認

は
権
利
確
認
的
で
あ
る

(

�)

。
行
政
行
為
に
よ
る
現
存
す
る
権
利
の
確
認
も
、
法
律
規
定
の
具
体
化
に
よ
り
名
宛
人
の
法
的
地
位
を
よ
り

よ
く
す
る
た
め
に
授
益
を
意
味
す
る
。
こ
の
ほ
か
の
行
政
行
為
が
非
授
益
的
行
政
行
為
と
な
る
。
伝
統
的
な
用
語
法
は
、
非
授
益
的

行
政
行
為
で
は
な
く
侵
益
的
（b

e
laste

n
d

）
行
政
行
為
で
あ
る
。
前
記
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
行
政
法
草
案
六
一
条
・
六
四
条
一

項
、
同
修
正
草
案
二
一
条
一
項
・
二
四
条
一
項
は
、
行
政
行
為
と
は
行
政
官
庁
の
公
権
力
に
よ
る
個
別
関
係
の
規
律
で
あ
り
、
こ
の

う
ち
私
人
に
作
為
・
受
忍
・
不
作
為
を
要
求
す
る
も
の
を
侵
益
的
行
政
行
為
と
み
て
そ
の
発
付
に
は
法
規
の
根
拠
が
必
要
で
あ
る
と

し
て
、
行
政
行
為
・
侵
益
的
行
政
行
為
の
積
極
的
定
義
づ
け
は
す
る
が
、
授
益
的
行
政
行
為
の
積
極
的
定
義
づ
け
は
し
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。
逆
に
、
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
は
非
授
益
的
行
政
行
為
の
概
念
の
方
を
積
極
的
に
明
ら
か
に
し
な
い
。
一
九
七
三
年
政
府
草
案
の

理
由
書
も
同
様
で
あ
る
。
一
九
六
三
年
模
範
草
案
の
理
由
書
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
に
行
為
・
受
忍
・
不
行
為
ま
た
は
金
銭
給
付
を
課

す
行
政
行
為
の
み
で
な
く
、
許
認
可
等
の
申
請
拒
否
の
ご
と
き
行
政
行
為
も
含
ま
せ
る
た
め
に
、
あ
え
て
侵
益
的
行
政
行
為
で
は
な

く
非
授
益
的
行
政
行
為
の
用
語
を
使
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
申
請
拒
否
も
侵
益
的
行
政
行
為
概
念
に
含
め
る
も
の
も
あ
る

(

�)

。

(

７)

Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
に
関
し
て
は
、
前
掲
注(

６)

に
掲
記
の
も
の
の
ほ
か
、H

an
s

M
e

y
e

r
in

:
M

e
y
e

r/B
o

rg
s,

K
o

m
m

e
n

tar
zu

m
V

e
rw

alt-

u
n

g
sv

e
rfah

re
n

sg
e

se
tz,

2
.

A
u

fl.,
1

9
8

2
;

H
.-W

.
L

au
b

in
g

e
r

in
:

U
le

/L
au

b
in

g
e

r,
V

e
rw

altu
n

g
sv

e
rfah

re
n

sre
ch

t,
4
.

A
u

fl.,
1

9
9

5
;

F
.

O
.

K
o

p
p

/U
.

R
am

sau
e

r,
V

e
rw

altu
n

g
sv

e
rfah

re
n

sg
e

se
tz
(

K
o

m
m

e
n

tar)
,

8
.

A
u

fl.,
2

0
0

3
.

Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
全
般
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

成
田
頼
明
「
行
政
手
続
の
法
典
化
の
進
展
」
田
中
二
郎
古
稀
記
念
『
公
法
の
理
論
下
１
』(

有
斐
閣
、
昭
和
五
二
・
一
九
七
七
）
一
七
〇

〇
頁
以
下
。
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
の
邦
訳
と
し
て
、
宮
田
三
郎
「
西
ド
イ
ツ
行
政
手
続
法
」
専
法
二
四
号
（
昭
和
五
二
・
一
九
七
七
）
一
六
七
頁

以
下
、
石
井
五
郎
「
行
政
手
続
法
�
」
外
法
一
六
巻
五
号
（
昭
和
五
二
・
一
九
七
七
）
二
三
〇
頁
以
下
、
南
・
注(

３)

二
五
二
頁
以
下
が

あ
り
、
本
稿
で
も
訳
出
に
あ
た
り
参
考
に
し
た
。
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( ８ ) F. Haueisen, Die ��������	fehlerhafter Verwaltungsakte, NJW 1954, S. 1425. 職 権 取 消 と 争 訟 取 消 の 区 別 に 関 す

る 従 来 の ド イ ツ の 判 例 学 説 に つ い て は 、 遠 藤 ・ 注 ( ５ ) 一 三 一 頁 以 下 。

( ９ ) Laubinger, Fn (7), S. 603f. 一 九 六 三 年 模 範 草 案 に つ い て は 、 南 ・ 注 ( ３ ) 七 六 頁 。

( �) Hans Meyer, Fn (7), S. 425 ; H.-U. Erichsen in : Erichsen/Ehlers, Allgemeines Verwaltungsrecht, 12. Aufl., 2002, S.

334f.

( �) Laubinger, Fn (7), S. 609f. は ① 説 、Hans Meyer, Fn (7), S. 425 ; Erichsen, Fn (10), S. 334f.; Meyer, Fn (6), S. 965

は ② 説 で あ る 。Kopp/Ramsauer, Fn (7), S. 810 は ③ 説 を と る が 、 四 三 条 二 項 を 根 拠 に 四 八 条 の 直 接 適 用 に は 疑 問 が あ

る と し て 四 八 条 の 類 推 適 用 を い う 。

( �) Laubinger, Fn (7), S. 609f. 同 旨 、Meyer, Fn (6), S. 968 は 、 取 消 の 取 消 に よ り 原 行 政 行 為 が 復 活 す る と い う 。

( �) Erichsen, Fn (10), S. 336. こ れ に 対 し て 、H. Maurer, Das Verwaltungsverfahrensgesetz des Bundes, JuS 1976, S. 492

は 、 こ の ケ ー ス は 取 消 と 撤 回 の 中 間 型 で あ る と し 、 こ の 場 合 、 撤 回 と は 異 な り 法 律 適 合 原 則 が 行 政 行 為 の 除 去 を 迫 る

が 、 取 消 と は 異 な り 信 頼 保 護 の 要 請 が よ り 強 い と い う 。Laubinger, Fn (7), S. 612ff. は 、 違 法 判 断 の 基 準 時 は 行 政 行

為 の 発 付 時 で は な く 、 行 政 行 為 の 取 消 時 に 違 法 で あ れ ば 四 八 条 の 適 用 を 受 け る と し て 、 行 政 行 為 の 手 続 的 ・ 形 式 的 瑕

疵 が 治 癒 さ れ れ ば （ 四 五 条 ） 行 政 行 為 は 違 法 で は な く な る か ら 、 四 八 条 に 基 づ く 取 消 は で き な い と い う 。

( �) Hans Meyer, Fn (7), S. 429.

( �) Hans Meyer, Fn (7), S. 421, 435. な お 、H.-J. Blanke, Vertrauensschutz im deutschen und 	
�������	�Verwaltungs-

recht, 2000, S. 194f. も 、 四 八 条 一 項 か ら 三 項 の 関 係 に つ い て ほ ぼ 同 様 の 理 解 を す る 。

( �) Hans Meyer, Fn (7), S. 434f.

( �) Vgl. Laubinger, Fn (7), S. 622. 授 益 的 で も 侵 益 的 で も な い 「 中 立 的 」 行 政 行 為 の 存 否 に 関 す る ド イ ツ の 従 来 の 学

説 に つ い て は 、 茂 呂 ・ 注 ( ５ ) 四 八 頁 以 下 。 授 益 的 行 政 行 為 概 念 に 関 す る ド イ ツ の 従 来 の 学 説 に つ い て は 、 茂 呂 ・ 注連
邦
行
政
手
続
法
等
に
お
け
る
行
政
行
為
の
取
消

14
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(

５)

四
四
頁
以
下
、
石
崎
誠
也
「
利
益
的
行
政
行
為
の
概
念
に
つ
い
て

戦
前
ド
イ
ツ
行
政
法
学
を
素
材
に
し
て

」
新
潟
一
六
巻

二
号
（
昭
和
五
九
・
一
九
八
四
）
二
四
六
頁
以
下
。

二

取
消
自
由
の
原
則

一

四
八
条
一
項
は
、
そ
の
一
文
と
二
文
と
の
対
比
か
ら
み
て
侵
益
的
行
政
行
為
に
つ
い
て
は
取
消
自
由
の
原
則
を
定
め
る
も
の

と
解
さ
れ
る
。
前
記
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
行
政
法
草
案
八
二
条
一
項
・
同
修
正
草
案
四
二
条
一
項
や
一
九
六
三
年
模
範
草
案
も
同

旨
で
あ
る
。
侵
益
的
行
政
行
為
を
取
り
消
す
か
ど
う
か
、
取
り
消
す
と
し
て
全
部
取
消
か
一
部
取
消
か
、
将
来
ま
た
は
過
去
に
対
す

る
効
力
を
も
つ
取
消
か
は
、
官
庁
が
義
務
に
か
な
っ
た
裁
量
（�

�����
��
	


��
	

E
rm

e
sse

n

）
に
よ
り
決
定
す
る
。
相
手
方
は
取
消

請
求
権
を
も
た
ず
、
瑕
疵
な
き
裁
量
行
使
を
求
め
る
手
続
的
権
利
の
み
を
も
つ
。

侵
益
的
行
政
行
為
の
取
消
は
何
時
で
も
可
能
で
あ
り
、
授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
の
場
合
の
よ
う
な
期
間
期
限
は
な
い
。
こ
の
こ

と
は
四
八
条
一
項
の
文
言
か
ら
も
明
か
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
み
て
も
適
法
な
侵
益
的
行
政
行
為
の
撤
回
に
は
期
限
が
な
い
の
に

（
四
九
条
一
項
・
二
項
二
文
）
、
違
法
な
侵
益
的
行
政
行
為
の
取
消
に
期
限
が
あ
る
と
す
る
こ
と
は
、
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
こ
と
に
も

な
ろ
う

(

�)

。

二

例
外
的
に
侵
益
的
行
政
行
為
の
取
消
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
取
消
義
務
・
相
手
方
の
取
消
請
求
権

は
、
法
治
国
原
理
と
り
わ
け
基
本
権
（
基
本
法
二
条
一
項
や
一
二
条
・
一
四
条
な
ど
）
の
尊
重
に
そ
の
基
礎
を
お
く
こ
と
、
取
消
請

求
権
は
行
政
行
為
の
不
可
争
と
と
も
に
行
使
で
き
な
く
な
る
が
、
こ
の
場
合
で
も
官
庁
は
取
り
消
す
か
ど
う
か
の
裁
量
を
も
つ
こ
と
、

五
一
条
に
基
づ
き
再
審
が
許
さ
れ
か
つ
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
再
び
取
消
請
求
権
を
行
使
で
き
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
も
の
が
あ

る

(

�)(

�)

。
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(

�)
K

o
p

p
/R

am
sau

e
r,

F
n
(

7)
,

S
.

8
5

1
.

(
�)

L
au

b
in

g
e

r,
F

n
(

7)
,

S
.

6
3

9
ff.

侵
益
的
行
政
行
為
の
取
消
義
務
に
関
す
る
従
来
の
ド
イ
ツ
の
学
説
等
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
・
注(

４)
二
〇
四
頁
以
下
。

(

�)
K

o
p

p
/R

am
sau

e
r,

F
n
(

7)
,

S
.

8
2

3

は
、
四
八
条
一
項
一
文
に
所
定
の
取
消
裁
量
が
零
に
縮
減
す
る
例
と
し
て
、
①
継
続
効
果
的
行

政
行
為
の
場
合
に
、
事
実
ま
た
は
法
状
況
の
変
化
に
よ
り
も
は
や
行
政
行
為
を
維
持
す
る
こ
と
が
期
待
不
可
能
で
あ
る
と
き
、
②
基
本
法

三
条
に
基
づ
く
行
政
の
自
己
拘
束
の
結
果
、
③
行
政
行
為
を
維
持
す
る
こ
と
が
良
俗
ま
た
は
信
義
則
に
違
反
す
る
と
き
の
ほ
か
、
④
三
項

に
い
う
授
益
的
行
政
行
為
に
あ
っ
て
は
、
当
事
者
の
信
頼
利
益
が
明
ら
か
に
取
消
を
求
め
る
公
益
よ
り
も
優
れ
、
か
つ
、
同
項
に
基
づ
く

金
銭
的
請
求
に
よ
っ
て
は
調
整
し
え
な
い
と
き
を
あ
げ
る
。E

rich
se

n
,

F
n
(

1
0)

,
S
.

3
5

7

も
、
同
様
の
例
と
し
て
①
〜
③
に
近
い
も
の

を
あ
げ
る
。
④
そ
し
て
②
の
一
部
で
は
、
取
消
裁
量
が
零
に
縮
減
す
る
結
果
、
行
政
行
為
の
維
持
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

一

概

説

一

連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
一
九
六
三
年
模
範
草
案
に
至
る
ま
で
金
銭
給
付
を
目
的
と
す
る
授
益
的
行
政
行
為
に
つ
い
て
の
み
信

頼
保
護
を
い
わ
ゆ
る
存
続
保
護
（B

e
stan

d
ssch

u
tz

）
の
意
味
に
理
解
し
た
が
、
そ
の
後
、
兵
役
義
務
の
免
除
、
民
法
上
の
財
団
法

人
の
認
可
、
帰
化
の
決
定
な
ど
の
授
益
的
行
政
行
為
に
つ
い
て
も
信
頼
保
護
を
理
由
に
取
消
を
退
け
、
結
局
、
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
施
行
に

至
る
ま
で
の
間
、
す
べ
て
の
授
益
的
行
政
行
為
に
つ
い
て
信
頼
保
護
は
存
続
保
護
の
意
味
に
理
解
し
た
と
い
う

(

�)

。
通
説
も
ま
た
同
様

で
あ
っ
た
。
違
法
な
授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
義
務
を
主
張
し
、
そ
の
代
わ
り
に
受
益
者
の
信
頼
利
益
の
損
失
補
償
ま
た
は
損
害
賠

償
を
い
う
少
数
説
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
場
合
で
も
、
す
べ
て
の
授
益
的
行
政
行
為
を
念
頭
に
お
く
も
の
で
あ
っ
た

(

�)

。
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(824)

一
九
六
三
年
模
範
草
案
は
、「
金
銭
給
付
ま
た
は
現
物
給
付
」
的
行
政
行
為
（
二
項
。
可
分
的
現
物
給
付
に
限
定
せ
ず
、
給
付
要

件
に
関
わ
る
行
政
行
為
と
い
う
表
現
も
な
か
っ
た
）
と
そ
の
他
の
授
益
的
行
政
行
為
（
三
項
）
に
分
け
て
、
前
者
は
取
消
禁
止
、
後

者
は
損
失
補
償
を
要
件
と
す
る
取
消
を
定
め
て
い
た
。
模
範
草
案
の
理
由
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
目
的
は
法
的
不
安
定
性
の
除
去
と
損

失
補
償
の
導
入
に
よ
り
取
消
か
存
続
か
と
い
う
全
か
無
（A

lle
s

o
d
e

r
N

ich
ts

）
と
い
う
二
者
択
一
の
克
服
に
あ
る
こ
と
、
現
物
給

付
は
可
分
的
な
も
の
が
多
く
、
不
可
分
の
現
物
給
付
で
あ
っ
て
も
そ
の
財
産
的
価
値
は
金
銭
的
利
益
に
お
き
か
え
う
る
こ
と
に
あ
っ

た

(

�)

。
し
か
し
、
学
説
に
は
批
判
が
多
く
、
た
と
え
ば
、
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
は
、
信
頼
保
護
の
目
的
を
存
続
保
護
（
民
法
上
の
用
語

で
は
積
極
的
利
益
）
と
消
極
的
利
益
に
二
分
す
る
の
は
、
基
本
法
三
条
の
平
等
原
則
と
の
関
連
で
少
な
く
と
も
疑
問
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
こ
と
、
不
可
分
の
現
物
給
付
に
あ
っ
て
は
、
行
政
行
為
の
全
部
取
消
と
保
護
に
値
す
る
利
益
部
分
の
補
償
を
併
用
す
る
の

が
妥
当
で
あ
る
が
、
模
範
草
案
で
は
こ
れ
は
で
き
な
い
か
ら
全
か
無
と
い
う
二
者
択
一
の
克
服
に
は
い
た
ら
な
い
こ
と
を
い
い
、
フ

ロ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
模
範
草
案
の
定
め
る
二
分
法
は
信
義
則
か
ら
は
引
き
出
せ
な
い
と
し
、
す
べ
て
の
行
政
行
為
に
つ
き
存
続
保
護
、

補
完
的
に
財
産
保
護
（�

���
��
��

��	

�
�

）
に
よ
る
べ
き
と
い
う

(

�)

。

一
九
七
三
年
政
府
草
案
も
右
の
よ
う
な
二
分
法
を
受
け
継
ぐ
が
、
第
二
項
は
「
金
銭
給
付
ま
た
は
可
分
的
な
現
物
給
付
」
に
改
め

ら
れ
、
給
付
要
件
に
関
わ
る
行
政
行
為
も
付
加
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
の
批
判
の
一
部
に
応
え
た
形
と
な
っ
た
。

そ
の
理
由
書
は
、
金
銭
等
給
付
的
行
政
行
為
は
財
政
的
（fisk

alisch

）
利
益
に
関
係
す
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
他
の
授
益
的
行
政
行

為
は
よ
り
強
く
国
家
関
係
的
（staatsb

e
zo

g
e

n

）
利
益
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
後
者
の
行
政
行
為
に
よ
り
生
じ
た
違

法
状
態
を
維
持
す
る
の
は
耐
え
が
た
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
よ
う
で
あ
る

(

�)

。

二

Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
四
八
条
に
よ
れ
ば
、
金
銭
・
可
分
的
現
物
給
付
ま
た
は
こ
れ
ら
の
給
付
要
件
に
関
わ
る
授
益
的
行
政
行
為
（
以

下
、
も
っ
ぱ
ら
「
金
銭
等
給
付
的
行
政
行
為
」
と
い
う
）
は
、
受
益
者
が
行
政
行
為
の
存
続
を
信
頼
し
、
か
つ
、
こ
の
信
頼
が
取
消
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を
求
め
る
公
益
と
の
考
量
の
も
と
で
保
護
に
値
す
る
か
ぎ
り
取
消
は
禁
止
さ
れ
る
（
二
項
一
文)

。
こ
の
他
の
授
益
的
行
政
行
為
に

つ
い
て
は
、
保
護
に
値
す
る
信
頼
が
存
す
る
と
き
で
も
取
り
消
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
が
、
受
益
者
の
信
頼
損
失
の
調
整
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
三
項)

。
前
者
の
信
頼
保
護
は
存
続
保
護
、
後
者
の
信
頼
保
護
は
財
産
保
護
を
目
的
と
す
る
。

三
項
に
対
し
て
は
、
憲
法
上
の
信
頼
保
護
原
則
を
財
産
保
護
に
切
り
縮
め
る
も
の
で
あ
り
憲
法
違
反
と
の
批
判
も
あ
る
が
、
支
配

的
見
解
は
存
続
保
護
の
余
地
も
あ
る
こ
と
を
理
由
に
合
憲
と
み
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
の
制
定
当
初
に
も
、
金

銭
等
給
付
的
行
政
行
為
以
外
に
も
私
法
形
成
的
行
政
行
為
に
つ
い
て
は
補
償
を
代
償
と
す
る
取
消
は
不
可
能
と
い
う
も
の

(

�)

、
国
籍
付

与
の
承
認
や
建
築
許
可
に
つ
い
て
、
官
庁
は
比
例
適
合
原
則
に
基
づ
き
裁
量
に
よ
り
金
銭
的
調
整
を
し
て
取
り
消
す
か
（
三
項
）
取

り
消
さ
な
い
か
（
一
項
）
を
選
択
で
き
る
と
い
う
も
の
が
あ
る

(

�)

。
近
時
も
、
国
籍
付
与
の
承
認
な
ど
信
頼
保
護
が
存
続
保
護
に
よ
っ

て
の
み
得
ら
れ
る
授
益
的
行
政
行
為
の
場
合
に
は
、
一
項
一
文
に
基
づ
く
裁
量
が
零
に
縮
減
し
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
す

る
も
の
が
あ
る

(

�)

。

最
近
で
は
、
ブ
ラ
ン
ケ
も
こ
れ
に
近
い
。
す
な
わ
ち
、
非
物
質
的
損
失
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
比
例
適
合
原
則
・
過

剰
性
の
禁
止
（�

����
��
����	


）
に
基
づ
い
て
裁
量
が
零
に
縮
減
し
て
存
続
保
護
を
与
え
う
る
こ
と
、
こ
の
場
合
、
憲
法
上
の
信

頼
保
護
原
理
が
行
政
手
続
法
に
対
す
る
統
制
基
準
・
解
釈
指
針
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
、
四
八
条
の
体
系
的
解
釈
か
ら
も

（
前
記
一
四
三
頁
参
照)

、
保
護
に
値
す
る
信
頼
が
優
越
し
金
銭
的
補
償
に
よ
っ
て
は
償
い
え
な
い
か
不
足
す
る
と
き
は
、
官
庁
は

一
項
一
文
の
裁
量
の
範
囲
内
で
取
り
消
さ
な
い
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
一
九
八
一
年
一
二
月
一
六
日
決
定
も
、

三
項
は
国
籍
付
与
の
承
認
に
つ
い
て
官
庁
が
こ
の
よ
う
な
決
定
を
す
る
こ
と
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
こ
と
な
ど
を
述
べ

る

(

�)

。
ブ
ラ
ン
ケ
は
、
三
項
が
一
般
的
抽
象
的
方
法
に
よ
り
財
産
保
護
を
最
適
と
し
た
こ
と
は
、
具
体
的
個
別
事
案
に
お
い
て
存
続
保

護
の
た
め
に
点
的
に
（p

u
n

k
tu

e
ll

）
先
延
ば
し
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
立
法
者
が
二
項
と
三
項
に
よ
り
選
択
し
た
二
分
法
に
原
則
的
に
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(8
26
)

異 議 を 唱 え る も の で は な い こ と を も 指 摘 す る が 、 三 項 の 拡 大 解 釈 ・ 適 用 の 戒 め を 示 唆 す る も の と し て 有 益 で あ る

よ う に 思 わ れ る 。

( �) W. Frotscher, ����������	
��oder Bestandsschutz bei der ��	���
��von Verwaltungsakten? DVBl 1976, S. 283f.

な お 、 遠 藤 ・ 注 ( ５ ) 六 八 頁 以 下 参 照 。

( �) 遠 藤 ・ 注 ( ５ ) 八 四 頁 以 下 。 な お 、 乙 部 ・ 注 ( ５ ) 六 三 頁 以 下 参 照 。

( �) Vgl. �������
�, Fn (3), S. 164, 166.

( �) �������
�, Fn (3), S. 166f., Frotscher, Fn (21), S. 288f. な お 、W. Scheerbarth, Gedanken zum Musterentwurf eines

Verwaltungsverfahrensgesetzes, DVBl 1966, S. 782 も 同 様 に 批 判 的 で あ り 、 か つ 、 あ ら ゆ る 行 政 行 為 に 対 す る 規 準 と

し て 比 例 適 合 原 則 を 行 政 手 続 法 に 導 入 す べ き こ と 、 同 原 則 の 範 囲 内 で 信 頼 保 護 も 主 た る 観 点 の 一 つ と し て 考 慮 さ れ る

か ら 信 頼 保 護 に 関 す る 規 定 は 不 要 に な る こ と 、 も っ と も 、 比 例 適 合 原 則 は 憲 法 上 の 地 位 を も つ か ら 行 政 手 続 法 に 導 入

さ れ な く て も 、 行 政 行 為 の 取 消 ・ 撤 回 の 場 合 に も 適 用 さ れ る こ と を 述 べ る 。

( �) Vgl. Laubinger, Fn (7), S. 642. な お 、Hans Meyer, Fn (7), S. 437 は 、 こ の 理 由 は 説 得 的 で は な く 、 た と え ば 、

「 国 家 関 係 的 で な い 」 不 可 分 の 現 物 給 付 は 、 そ の 存 続 へ の 保 護 に 値 す る 信 頼 が あ る に も か か わ ら ず 三 項 に よ り 取 り 消

し う る と い う の は 耐 え が た い こ と に な ろ う と す る 。

( �) Maurer, Fn (13), S. 492f.

( �) V. ���, Das neue Verwaltungsverfahrensgesetz, NJW 1976, S. 1429.

( �) Laubinger, Fn (7), S. 654f.

( 	) Blanke, Fn (15), S. 191ff. 同 旨 結 論 、Kopp/Ramsauer, Fn (7), S. 846f. な お 、Meyer, Fn (6), S. 973 も 同 様 で あ る

が 、 連 邦 憲 法 裁 判 所 の 一 九 八 一 年 一 二 月 一 六 日 決 定 に 対 し て は 批 判 的 で あ り 、 連 邦 行 政 裁 判 所 も 当 初 は こ の 決 定 に 従
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っ
た
も
の
の
、
後
に
は
難
民
証
明
書
に
よ
り
得
ら
れ
る
給
付
を
考
慮
し
て
四
八
条
二
項
に
基
づ
き
取
消
を
否
認
し
た
と
い
う
。

二

金
銭
等
給
付
的
行
政
行
為
の
取
消
（
二
項
）

一

四
八
条
二
項
一
文
に
よ
れ
ば
、
受
益
者
が
金
銭
等
給
付
的
行
政
行
為
の
存
続
を
信
頼
し
、
か
つ
、
こ
の
信
頼
が
取
消
を
求
め

る
公
益
と
の
考
量
の
も
と
で
保
護
に
値
す
る
か
ぎ
り
取
消
は
禁
止
さ
れ
る
。
こ
の
種
の
行
政
行
為
に
あ
っ
て
は
財
政
的
利
益
の
み
が

あ
る
が
、
当
事
者
の
正
当
な
信
頼
利
益
の
た
め
に
他
の
公
益
よ
り
も
よ
り
容
易
に
後
退
し
て
、
結
局
、
三
項
が
目
的
と
す
る
財
産
保

護
に
匹
敵
す
る
結
果
と
な
る
と
い
う
考
え
方
に
立
つ
と
い
う
指
摘
も
あ
る

(

�)

。

「
一
回
的
も
し
く
は
継
続
的
」
は
、
金
銭
給
付
お
よ
び
可
分
的
現
物
給
付
の
両
者
に
か
か
る

(

�)

。
金
銭
・
可
分
的
現
物
給
付
は
公
的

給
付
の
み
を
い
い
、
私
人
に
よ
る
給
付
に
つ
い
て
の
官
庁
の
同
意
や
認
可
は
、
金
銭
等
給
付
的
行
政
行
為
に
は
該
当
し
な
い
。
金
銭

給
付
の
例
と
し
て
は
、
補
助
金
の
交
付
、
金
銭
納
付
の
免
除
な
ど
が
あ
る
。
間
接
的
に
金
銭
給
付
に
つ
な
が
る
有
給
の
特
別
休
暇
の

承
認
な
ど
は
、
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
。
可
分
的
現
物
給
付
の
例
と
し
て
は
、
財
産
の
譲
渡
、
住
居
の
提
供
、
燃
料
・
衣
服
の
授
与
な

ど
が
あ
る
。
営
業
許
可
、
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
承
認
な
ど
は
含
ま
れ
な
い
。
可
分
と
は
、
物
自
体
の
分
割
だ
け
で
な
く
時
間
的
観
点
で

の
分
割
（
例
、
特
定
期
間
の
住
居
の
提
供
）
も
含
ま
れ
る
。
金
銭
・
可
分
的
現
物
給
付
の
要
件
と
な
る
行
政
行
為
に
は
、
連
邦
公
務

員
給
与
法
（
Ｂ
Ｂ
ｅ
ｓ
Ｇ
）
二
七
条
二
項
に
基
づ
く
給
与
算
定
の
基
礎
と
な
る
勤
続
年
数
の
確
定
、
投
資
手
当
法
（
Ｉ
ｎ
ｖ
Ｚ
ｕ
Ｉ

Ｇ
）
二
条
一
項
に
基
づ
く
証
明
な
ど
が
あ
る

(

�)

。

取
消
禁
止
の
た
め
に
は
、
受
益
者
が
行
政
行
為
の
存
続
を
信
頼
し
た
こ
と
、
こ
の
信
頼
が
取
消
を
求
め
る
公
益
と
の
考
量
の
も
と

で
保
護
に
値
す
る
こ
と
と
い
う
二
つ
の
要
件
が
と
も
に
備
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
者
の
要
件
に
関
し
て
、
ハ
ン
ス
・
マ
イ
ア

ー
は
、
二
項
三
文
三
号
の
ご
と
く
受
益
者
が
信
頼
し
え
た
と
か
信
頼
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
実
際
に
信
頼
し
た
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か
ど
う
か
が
基
準
と
な
る
と
い
い
、
官
庁
が
二
四
条
に
基
づ
き
そ
の
存
否
を
調
査
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

(

�)

。
ミ
ュ
ラ
ー
も
、
行
政
行

為
の
存
続
に
お
い
た
信
頼
は
主
観
的
判
断
で
あ
り
、
ゆ
え
に
行
政
行
為
は
取
消
留
保
付
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
主
観
的
信
頼
を
否
認

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
主
観
的
信
頼
は
法
秩
序
が
客
観
的
に
保
護
に
値
す
る
と
評
価
す
る
場
合
に
の
み
、
す
な
わ
ち
公
益
と
の
比
較

考
量
に
よ
り
優
る
場
合
に
の
み
取
消
を
妨
げ
る
と
す
る

(

�)

。
も
っ
と
も
、
後
記
の
よ
う
に
ハ
ン
ス
・
マ
イ
ア
ー
は
、
二
項
三
文
各
号
の

事
由
が
存
す
る
場
合
は
、
信
頼
の
保
護
価
値
性
（�

��
�
���

�
	
��

���

）
と
い
う
よ
り
も
信
頼
の
援
用
自
体
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う

か
ら
、
取
消
禁
止
の
要
件
と
し
て
は
、
受
益
者
が
実
際
に
信
頼
し
た
こ
と
、
二
項
三
文
各
号
の
事
由
が
な
い
た
め
こ
の
信
頼
に
正
当

性
が
あ
る
こ
と
、
取
消
を
求
め
る
公
益
と
の
比
較
考
量
に
お
い
て
信
頼
が
保
護
に
値
す
る
こ
と
と
い
う
三
つ
の
要
件
が
と
も
に
備
わ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
よ
う
に
も
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
取
消
禁
止
の
た
め
に
は
二
つ
ま
た
は
三
つ
の
要
件
の
充
足
が
必

要
と
い
っ
て
も
、
理
論
的
に
は
と
も
か
く
実
際
に
は
変
わ
り
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二

四
八
条
二
項
二
文
に
よ
れ
ば
、
受
益
者
が
与
え
ら
れ
た
給
付
を
消
費
し
（v

e
rb

rau
ch

e
n)

、
ま
た
は
、
原
状
回
復
が
不
可
能

ま
た
は
期
待
不
可
能
な
損
失
の
も
と
で
の
み
可
能
と
な
る
よ
う
な
財
産
的
処
分
（�

�	�
���

�
�
���

�������

）
を
し
た
と
き
は
、
保

護
に
値
す
る
信
頼
が
「
原
則
と
し
て
」(

in
d
e

r
R

e
g
e

l

）
存
在
す
る
。

第
二
次
大
戦
前
の
立
法
の
中
に
も
、「
信
頼
」
保
護
の
要
件
と
し
て
明
示
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
許
可
等
の
取
消
事
由
と
し
て

許
可
等
を
い
ま
だ
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
（n

o
ch

k
e

in
G

e
b

rau
ch

m
ach

e
n

）
を
定
め
る
も
の
も
あ
っ
た
（
一
九
二
六
年
の
テ
ュ

ー
リ
ン
ゲ
ン
行
政
法
一
四
三
条
一
項
一
文
三
号
、
一
九
三
一
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
四
二
条
一
項
ｃ
号)

。
従
来
の
判
例
・

通
説
も
、
信
頼
保
護
の
要
件
と
し
て
、
信
頼
の
み
で
は
足
ら
ず
、
受
益
者
が
信
頼
を
実
行
に
移
し
た
こ
と
（In

s-W
e

rk
-S

e
tze

n

）

を
要
す
る
と
解
し
て
い
た

(

�)

。
財
産
的
処
分
よ
り
も
、
許
可
等
の
利
用
・
信
頼
の
実
行
と
い
う
方
が
広
い
概
念
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
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一
九
六
三
年
模
範
草
案
は
、
受
益
者
が
金
銭
等
給
付
的
行
政
行
為
の
存
続
を
信
頼
し
、
か
つ
、
こ
の
信
頼
が
保
護
に
値
す
る
こ
と
、

と
り
わ
け
二
項
三
文
各
号
に
定
め
る
よ
う
な
事
由
が
あ
る
と
き
は
（
た
だ
し
、
同
三
号
の
行
政
行
為
の
違
法
性
の
認
識
は
重
過
失
を

要
件
と
せ
ず
単
な
る
過
失
で
も
よ
い
と
す
る
）
信
頼
は
保
護
に
値
し
な
い
こ
と
を
定
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
公
益
と
の
比
較
考
量

に
よ
る
と
い
う
文
言
も
な
か
っ
た
が
、
同
草
案
の
理
由
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
比
較
考
量
の
必
要
性
は
信
頼
の
保
護
価
値
性
に
内
在
す

る
と
解
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
二
項
二
文
の
ご
と
き
規
定
も
な
く
、
法
的
安
定
性
の
見
地
か
ら
信
頼
の
保
護
価
値
性
概
念
を
よ
り
具

体
化
す
べ
き
で
あ
る
な
ど
の
批
判
を
受
け
て
い
た

(

�)

。
二
項
二
文
の
導
入
は
、
こ
の
批
判
に
応
え
た
形
と
な
っ
た
よ
う
に
解
さ
れ
る
。

金
銭
給
付
が
受
益
者
の
債
務
軽
減
ま
た
は
財
産
購
入
に
転
じ
た
と
き
は
、
給
付
の
消
費
は
み
ら
れ
な
い
。
財
産
的
処
分
と
は
、
与

え
ら
れ
た
給
付
自
体
の
処
分
だ
け
で
な
く
、
当
事
者
の
財
産
状
況
に
影
響
を
与
え
る
あ
ら
ゆ
る
行
為
が
含
ま
れ
る
。
た
と
え
ば
、
建

築
費
用
の
支
出
、
旅
行
、
退
職
・
就
職
、
売
買
契
約
・
賃
貸
契
約
等
に
基
づ
く
債
務
負
担
な
ど
。
不
行
為
も
財
産
的
処
分
に
あ
た
る

こ
と
が
あ
る
。
違
法
な
行
政
行
為
と
財
産
的
処
分
と
の
間
に
は
因
果
関
係
が
必
要
と
な
る
。
非
合
理
的
ま
た
は
過
剰
な
財
産
的
処
分

に
あ
っ
て
は
、
信
頼
は
保
護
に
値
し
な
い
。
財
産
的
処
分
の
原
状
回
復
が
期
待
不
可
能
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
と
り
わ
け
当
事
者
の

所
得
・
財
産
そ
の
ほ
か
の
生
活
状
況
が
基
準
と
な
る

(
�)

。

取
消
を
求
め
る
公
益
と
の
考
量
の
も
と
で
信
頼
が
保
護
に
値
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
場
合
の
要
因
と
し
て
、
ラ
ウ
ビ
ン
ガ
ー
は

つ
ぎ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
。
①
正
式
の
手
続
ま
た
は
計
画
確
定
手
続
で
行
わ
れ
た
行
政
行
為
の
存
続
へ
の
信
頼
は
高
い
。
②
行
政
行

為
の
発
付
後
の
経
過
期
間
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
、
信
頼
は
保
護
に
値
す
る
。
③
取
消
の
結
果
、
受
益
剥
奪
の
効
果
が
厳
し
い
ほ
ど

信
頼
は
保
護
に
値
す
る
。
④
受
益
の
存
続
が
公
共
の
福
祉
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
る
ほ
ど
信
頼
は
保
護
に
値
し
な
い
が
、
も
っ
ぱ
ら

金
銭
等
給
付
的
行
政
行
為
の
場
合
は
こ
の
視
点
は
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い

(
�)
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
保
護
に
値
す
る
信
頼
の
存
否
と
は

直
接
の
関
係
を
も
た
な
い
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
行
政
行
為
発
付
後
の
経
過
期
間
も
そ
れ
自
体
は
独
自
の
意
味
は
有
し
な
い
。
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受
益
者
が
行
政
行
為
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
給
付
を
直
ち
に
消
費
し
た
と
き
で
も
信
頼
保
護
は
是
認
さ
れ
、
反
対
に
詐
欺
等
が
あ
っ
た

と
き
は
行
政
行
為
の
発
付
か
ら
数
年
後
で
も
信
頼
保
護
は
認
め
ら
れ
ず
行
政
行
為
の
遡
及
的
取
消
も
許
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
四
八

条
二
項
四
文
・
四
項
二
文)

。
た
だ
し
、
受
益
者
の
信
頼
を
よ
り
強
め
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
同
じ
こ
と
は
、
行
政
行
為
の
発
付
の

形
式
・
手
続
に
つ
い
て
も
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三

四
八
条
二
項
三
文
は
、
受
益
者
が
信
頼
を
援
用
で
き
な
い
事
由
を
定
め
る
。「
信
頼
」
を
援
用
で
き
な
い
と
明
示
し
て
で
は

な
い
が
、
同
三
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
事
由
自
体
は
、
前
記
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
行
政
法
一
四
二
条
・
一
四
三
条
等
も
取
消
事
由

等
と
し
て
承
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ハ
ン
ス
・
マ
イ
ア
ー
は
、
二
項
三
文
各
号
の
事
由
は
信
頼
が
保
護
に
値
す
る
た
め
の
消
極

的
例
示
で
あ
り
、
二
項
二
文
の
事
由
が
そ
の
積
極
的
例
示
に
な
る
と
い
う
が
、
前
者
の
指
摘
は
一
九
六
三
年
模
範
草
案
に
つ
い
て
は

文
字
ど
お
り
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
ハ
ン
ス
・
マ
イ
ア
ー
は
、
二
項
三
文
各
号
の
事
由
が
存
す
る
場
合
は
、
信
頼
の
援
用
自

体
が
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
信
頼
の
保
護
価
値
性
の
問
題
で
は
な
い
と
い
う

(

�)

。
比
較
考
量
の
場
に
お
い
て
取
消
を
求
め
る
公
益
に

対
抗
す
べ
き
は
ず
の
信
頼
自
体
が
存
在
し
な
い
と
す
る
趣
旨
で
あ
り
、
二
項
三
文
の
解
釈
と
し
て
は
こ
の
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
二

項
三
文
各
号
の
事
由
が
存
す
る
場
合
に
は
、
行
政
行
為
は
過
去
に
対
す
る
効
力
を
も
っ
て
取
り
消
さ
れ
る
の
が
「
原
則
」
で
あ
る
が

（
二
項
四
文)

、
一
号
の
場
合
は
と
く
に
悪
質
で
あ
る
か
ら
、
取
消
権
は
一
年
の
除
斥
期
間
に
服
す
る
旨
の
規
定
は
適
用
さ
れ
ず
、

官
庁
は
い
つ
で
も
行
政
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
（
四
項
二
文)

。
一
九
六
三
年
模
範
草
案
に
は
、
こ
れ
ら
の
定
め
は
な
か

っ
た
。

１

詐
欺
・
強
迫
・
賄
賂
に
よ
り
行
政
行
為
を
得
た
と
き
（
一
号
）

詐
欺
・
強
迫
・
賄
賂
の
概
念
は
、
民
法
・
刑
法
の
そ
れ

と
同
一
ま
た
は
類
似
の
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
詐
欺
等
と
行
政
行
為
と
の
間
に
因
果
関
係
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
因
果
性
は
、

行
政
行
為
の
発
付
ま
た
は
そ
の
違
法
性
の
い
ず
れ
と
の
関
係
で
必
要
か
が
問
題
と
な
る

(

�)

。
代
理
人
ま
た
は
受
益
者
の
承
認
の
も
と
に
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第
三
者
が
詐
欺
等
に
よ
り
行
政
行
為
を
得
た
と
き
も
、
こ
の
要
件
を
充
足
す
る
。
従
来
か
ら
、
詐
欺
等
の
不
正
手
段
が
独
立
の
取
消

原
因
と
な
る
か
は
争
い
も
あ
っ
た
が

(

�)

、
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
別
に
行
政
行
為
の
違
法
性
を
前
提
と
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

２

重
要
な
関
係
に
お
い
て
不
当
・
不
十
分
な
申
述
に
よ
り
行
政
行
為
を
得
た
と
き
（
二
号
）

「
重
要
な
関
係
に
お
い
て
」

（in
w

e
se

n
tlich

e
r

B
e

zie
h

u
n

g

）
と
は
、
不
当
（u

n
rich

tig)

・
不
十
分
な
（�

�
�
�������

	
�

）
申
述
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
官
庁

は
こ
の
行
政
行
為
を
発
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
場
合
を
い
う
。
口
頭
・
電
話
に
よ
る
不
当
・
不
十
分
な
申
述
や
、
必
要
な
申
述
を
す

べ
き
で
あ
る
の
に
し
な
か
っ
た
場
合
、
代
理
人
等
に
よ
る
不
当
・
不
十
分
な
申
述
も
、
こ
の
要
件
を
充
足
す
る
。
従
来
か
ら
、
判
例

・
通
説
は
、
行
政
行
為
の
瑕
疵
の
原
因
が
受
益
者
の
責
任
領
域
（V

e
ran

tw
o

rtu
n

g
sb

e
re

ich

）
に
あ
る
と
き
は
、
受
益
者
の
過
失
の

有
無
を
問
わ
ず
信
頼
保
護
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
が

(

�)

、
二
号
は
こ
れ
を
踏
襲
し
た
よ
う
に
み
え
る
。
官
庁
が
不
十

分
な
申
述
様
式
を
使
わ
せ
た
り
誤
っ
た
助
言
を
す
る
な
ど
共
同
責
任
が
あ
る
場
合
、
取
消
は
信
義
則
違
反
ま
た
は
許
さ
れ
ざ
る
権
利

行
使
と
し
て
妨
げ
ら
れ
る
と
か

(

�)

、
官
庁
に
は
事
実
調
査
の
責
任
（
二
四
条
）
や
助
言
・
教
示
義
務
（
二
五
条
）
が
あ
る
こ
と
を
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
結
局
、
こ
の
共
同
責
任
の
程
度
と
信
頼
保
護
と
の
考
量
が
必
要
と
な
る
と
い
う
も
の
も
あ
る

(

�)

。

３

行
政
行
為
の
違
法
性
を
知
っ
て
い
た
か
重
過
失
に
よ
り
こ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
と
き
（
三
号
）

行
政
行
為
の
違
法
性
に

つ
い
て
の
代
理
人
の
知
識
（
可
能
性
）
も
受
益
者
に
帰
せ
し
め
ら
れ
る
。
従
来
、
一
号
・
二
号
の
場
合
と
異
な
り
、
代
理
人
の
知
識

は
受
益
者
本
人
に
は
帰
せ
し
め
え
な
い
と
い
う
者
も
、
改
説
し
て
同
様
の
見
解
を
と
っ
た

(

�)

。
受
益
者
側
の
知
識
の
対
象
は
、
行
政
行

為
の
違
法
性
か
そ
れ
と
も
行
政
行
為
の
違
法
を
も
た
ら
す
事
実
状
況
で
足
る
か
は
争
い
も
あ
る

(

�)

。
前
者
が
適
切
で
あ
る
が
、
受
益
者

等
が
法
に
明
る
い
者
で
あ
る
と
き
は
こ
の
事
実
状
況
に
対
す
る
知
識
も
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う

(

�)

。
重
過
失
の
有
無
は
平
均
的
市

民
を
基
準
に
判
断
さ
れ
る
が
、
個
別
具
体
的
過
失
・
注
意
基
準
に
よ
る
べ
き
と
し
て
官
吏
な
ど
高
い
知
識
能
力
を
も
つ
人
に
は
よ
り

厳
し
い
要
求
が
さ
れ
る
。
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撤
回
留
保
や
負
担
の
不
履
行
な
ど
四
九
条
二
項
一
号
か
ら
五
号
の
撤
回
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
違
法
な
授
益
的
行
政
行
為
も
少
な

く
と
も
将
来
に
向
か
っ
て
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
、
受
益
者
の
同
意
（Z

u
stim

m
u

n
g

）
も
事
案
に
よ
っ
て
は
取
消
事
由
と
な
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
（
同
旨
、
前
記
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
行
政
法
一
四
二
条
一
項
・
一
四
三
条
一
項
一
文
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
行
政
法

草
案
八
九
条
二
号
、
同
修
正
草
案
四
九
条
二
号
、
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
四
二
条
二
項)

。

受
益
者
が
給
付
の
消
費
ま
た
は
原
状
回
復
困
難
な
財
産
的
処
分
を
行
い
、
か
つ
、
二
項
三
文
各
号
の
事
由
が
な
け
れ
ば
、
信
頼
は

「
原
則
と
し
て
」
保
護
に
値
す
る
が
、
こ
の
場
合
で
も
、
連
邦
行
政
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
二
項
三
文
各
号
は
例
示
に
す
ぎ
な

い
か
ら
取
消
を
求
め
る
公
益
と
の
比
較
考
量
の
も
と
で
受
益
者
の
信
頼
が
保
護
に
値
し
な
い
場
合
が
あ
り
う
る

(

�)

。
受
益
者
が
行
政
行

為
の
違
法
性
を
知
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
き
を
例
示
す
る
も
の
も
あ
る
が

(

�)

、
こ
の
場
合
は
信
頼
の
援
用
自
体
が
許
さ
れ
な
い
か
ら
、
結

局
、
信
頼
の
保
護
価
値
性
も
な
い
こ
と
に
な
り
、
右
の
例
と
し
て
は
適
切
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
給
付
の
消
費
や
財
産
的
処

分
が
み
ら
れ
な
い
と
き
で
も
、
保
護
に
値
す
る
信
頼
が
存
在
し
う
る
こ
と
も
な
い
で
は
な
い

(

�)

。

四

保
護
に
値
す
る
信
頼
が
存
し
な
い
と
き
は
、
通
例
、
過
去
に
対
す
る
効
力
を
も
っ
て
取
り
消
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
（
二
項
四
文

参
照)

。
こ
の
場
合
、
旧
二
項
五
文
〜
八
文
は
不
当
利
得
の
返
還
に
関
す
る
民
法
の
規
定
を
準
用
す
る
こ
と
に
よ
り
相
手
方
の
調
整

を
は
か
ろ
う
と
し
た
が
、
一
九
九
六
年
に
新
設
の
四
九
ａ
条
は
遡
及
的
取
消
・
撤
回
等
の
場
合
の
償
還
義
務
等
を
定
め
、
こ
れ
と
と

も
に
二
項
五
文
〜
八
文
は
削
除
さ
れ
た

(

�)

。

こ
れ
に
対
し
て
、
保
護
に
値
す
る
信
頼
が
存
す
る
と
き
は
、
二
項
一
文
に
よ
り
取
消
は
禁
止
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
取
消
は
過
去

・
将
来
の
全
期
間
に
わ
た
っ
て
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
違
法
な
行
政
行
為
が
一
回
的
（e

in
m

alig

）
な

命
令
・
禁
止
ま
た
は
法
状
況
の
一
回
的
形
成
の
み
を
目
的
と
し
そ
の
効
果
が
す
で
に
終
結
済
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
将
来
的
取
消
と

い
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
に
は
禁
止
さ
れ
る
の
は
遡
及
的
取
消
で
あ
ろ
う

(

�)

。
つ
ぎ
に
、
継
続
的
に
存
続
す
る
法
律
関
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係
を
創
設
し
ま
た
は
内
容
的
に
こ
れ
を
変
更
す
る
行
政
行
為
（
継
続
効
〔D

au
e

rw
irk

u
n

g

〕
を
も
つ
行
政
行
為)

、
と
り
わ
け
年
金

・
扶
助
料
決
定
の
よ
う
な
回
帰
的
（w

ie
d
e

rk
e

h
re

n
d

）
金
銭
給
付
を
対
象
と
す
る
行
政
行
為
に
あ
っ
て
は
、
事
情
は
異
な
る
。
こ

の
場
合
、
行
政
行
為
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
た
時
点
で
受
益
者
の
行
政
行
為
の
適
法
性
に
対
す
る
信
頼
は
失
わ
れ
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
、
こ
の
時
点
以
後
に
効
力
を
及
ぼ
す
取
消
は
許
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
事
案
に
よ
っ
て
は
、
保
護
に
値
す
る
信
頼
が
将
来
も

存
続
す
る
場
合
も
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
場
合
に
は
将
来
の
あ
る
時
点
ま
で
効
力
を
及
ぼ
す
取
消
は
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

(

�)

。

受
益
者
の
信
頼
が
保
護
に
値
す
る
「
か
ぎ
り
」(

so
w

e
it

）
に
お
い
て
（
二
項
一
文
）
取
消
禁
止
と
い
う
の
は
、
取
消
の
範
囲
・
時

間
的
効
力
に
関
し
て
区
別
を
認
め
る
趣
旨
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

(

�)
K

o
p

p
/R

am
sau

e
r,

F
n
(

7)
,

S
.

8
3

0
ff.

ほ
ぼ
同
旨
、L

au
b

in
g

e
r,

F
n
(

7)
,

S
.

6
4

3
;

M
e

y
e

r,
F

n
(

6)
,

S
.

9
8

6
f.

な
お
、B

lan
k

e
,

F
n

(
1

5)
,

S
.

1
7

9

は
、
金
銭
等
給
付
的
行
政
行
為
の
実
際
上
の
重
要
性
は
今
日
で
は
劣
っ
て
き
て
ほ
と
ん
ど
助
成
領
域
に
限
ら
れ
て
お
り
、

Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
に
お
け
る
信
頼
保
護
の
特
色
は
む
し
ろ
三
項
の
財
産
保
護
に
あ
る
と
い
う
。

(

�)
H

an
s

M
e

y
e

r,
F

n
(

7)
,

S
.

4
3

7
.

(

�)
K

o
p

p
/R

am
sau

e
r,

F
n
(

7)
,

S
.

8
2

9
;

B
lan

k
e
,

F
n
(

1
5)

,
S
.

1
7

9
.

投
資
手
当
法
二
条
一
項
に
基
づ
く
証
明
に
関
す
る
一
事
例
と
し
て
、

乙
部
哲
郎
「
Ｅ
Ｃ
法
違
反
の
援
助
決
定
の
取
消

ド
イ
ツ
連
邦
行
政
手
続
法
四
八
条
へ
の
Ｅ
Ｃ
法
の
影
響

」
神
院
三
二
巻
二
号

（
平
成
一
四
・
二
〇
〇
二
）
六
九
頁
以
下
。

(

�)
H

an
s

M
e

y
e

r,
F

n
(

7)
,

S
.

4
3

8
.

(

�)
H

.
�
�
����,

D
ie

A
u

fh
e

b
u

n
g

v
o

n
V

e
rw

altu
n

g
sak

te
n

u
n

te
r

d
e

m
�
��
	�


�
d

e
s

E
u

ro
p

are
ch

ts,
2

0
0

0
,

S
.

5
4

f.

同
旨
、E

rich
se

n
,

F
n
(

1
0)

,
S
.

3
4

2
.

な
お
、B

lan
k

e
,

F
n
(

1
5)

,
S
.

1
7

4

も
、
受
益
者
の
信
頼
を
信
頼
保
護
の
主
観
的
要
素
と
い
い
、
公
益
と
の
比
較
考
量

に
よ
り
保
護
に
値
す
る
こ
と
を
客
観
的
要
素
と
い
う
。

(

�)
V

g
l.

J.
M

ain
k

a,
V

e
rtrau

e
n

ssch
u

tz
im

�		�
�
����

��
R

e
ch

t,
1

9
6

3
,

S
.

6
1

ff.
な
お
、
遠
藤
・
注(

５)

一
七
三
頁
以
下
、
乙
部
・
注
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( ５ ) 一 〇 三 〜 一 〇 四 頁 参 照 。

( �) ���������, Fn (3), S. 164ff. は 、 信 頼 の 保 護 価 値 性 と い う 不 確 定 法 概 念 は 空 ろ な 公 式 （Leerformel ） に す ぎ ず 、

判 例 ・ 学 説 に よ り 充 足 さ れ ね ば な ら な い か ら 、 模 範 草 案 が 意 図 す る 法 的 安 定 性 の 創 生 と い う こ と は 著 し く 損 な わ れ る

と い う 。
( �) Kopp/Ramsauer, Fn (7), S. 837 ; Meyer, Fn (5), S. 991.

( �) Laubinger, Fn (7), S. 647f. ① ・ ② に つ い て 同 旨 、Kopp/Ramsauer, Fn (7), S. 835. ド イ ツ の 従 来 の 学 説 等 も 同 様 の

視 点 を あ げ る こ と に つ い て は 、 遠 藤 ・ 注 ( ５ ) 一 五 九 頁 以 下 参 照 。

( �) Hans Meyer, Fn (7), S. 438f. な お 、Blanke, Fn (15), S. 202 も 、 こ の 場 合 、 公 益 ・ 私 益 の 一 般 的 考 量 の 必 要 は な

い と い う 。

( �) 後 者 と み る も の に 、Hans Meyer, Fn (7), S. 439 ; Kopp/Ramsauer, Fn (7), S. 838f. 両 者 と み る も の に 、Blanke, Fn

(15), S. 203 ; Erichsen, Fn (10), S. 343.

( �) 遠 藤 ・ 注 ( ５ ) 一 六 五 頁 以 下 参 照 。

( �) Vgl. Mainka, Fn (35), S. 61ff.; ���������, Fn (3), S. 81f. な お 、	����
, Fn (34), S. 57ff. に よ れ ば 、 四 八 条 二 項 三

文 各 号 は 、 連 邦 憲 法 裁 判 所 も 承 認 す る 責 任 領 域 に よ る 危 険 配 分 思 想 に 基 づ く と い う 。

( �) 	����
, Fn (34), S. 59.

( 	) Meyer, Fn (6), S. 992.

( 
) Laubinger, Fn (7), S. 647.

( �) Laubinger, Fn (7), S. 646f.; 	����
, Fn (34), S. 59 は 前 者 、Meyer, Fn (6), S. 992 は 後 者 と み る 。

( �) Kopp/Ramsauer, Fn (7), S. 841.

( ) Blanke, Fn (15), S. 174f. な お 、 遠 藤 ・ 注 ( ５ ) 一 七 五 頁 以 下 、 乙 部 ・ 注 ( ５ ) 七 〇 頁 参 照 。
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(835)

(

�)
E

rich
se

n
,

F
n
(

1
0)

,
S
.

3
4

8
.

(
�)

従
来
の
ド
イ
ツ
の
判
例
学
説
に
よ
れ
ば
、
受
益
者
が
高
齢
で
あ
る
場
合
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
遠
藤
・
注(

５)

一
七
五
頁
参
照
。

(
�)

M
au

re
r,

F
n
(

1
3)

,
S
.

4
9

2

は
、
不
当
利
得
の
返
還
請
求
に
関
す
る
民
法
の
規
定
に
は
信
頼
保
護
思
想
を
表
明
す
る
も
の
が
あ
る
と

い
う
。�

�
���

�,
F

n
(

3
4)

,
S
.

6
6

f.

は
、
官
庁
が
四
八
条
二
項
に
基
づ
く
考
量
の
結
果
、
当
事
者
に
信
頼
保
護
を
得
せ
し
め
な
い
と
決
定

し
た
場
合
に
、
四
九
ａ
条
二
項
が
償
還
請
求
の
遂
行
を
特
殊
の
信
頼
保
護
の
表
明
で
あ
る
利
得
消
滅
原
則
に
よ
り
妨
げ
る
の
は
お
か
し
い

と
い
う
。
四
九
ａ
条
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
乙
部
・
注(

１)

二
〇
頁
以
下
。

(

�)

従
来
の
ド
イ
ツ
の
判
例
・
通
説
も
同
様
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
遠
藤
・
注(

５)

七
八
頁
参
照
。
な
お
、B

lan
k

e
,

F
n
(

1
5)

,
S
.

2
0

1
.

(

�)

従
来
の
ド
イ
ツ
の
判
例
・
通
説
も
同
様
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、M

ain
k

a,
F

n
(

3
5)

,
S
.

7
0
;
�
����

	�


�,

F
n
(

3)
,

S
.

1
1

7
.

三

そ
の
ほ
か
の
授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
（
三
項
）

一

金
銭
等
給
付
的
行
政
行
為
以
外
の
授
益
的
行
政
行
為
は
、
一
項
一
文
の
規
定
に
基
づ
い
て
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
公

益
と
の
比
較
考
量
の
も
と
で
「
当
事
者
」
の
信
頼
が
保
護
に
値
す
る
か
ぎ
り
財
産
的
損
失
を
調
整
し
（au

sg
le

ich
e

n

）
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
三
項)

。
こ
の
種
の
行
政
行
為
の
例
と
し
て
は
、
帰
化
の
決
定
、
官
吏
の
任
命
・
昇
任
、
許
可
、
認
可
な
ど
が
あ
る
。
当

事
者
と
は
、
二
項
に
い
う
「
受
益
者
」
と
同
じ
と
さ
れ
る

(
�)

。
保
護
に
値
す
る
信
頼
が
存
す
る
場
合
に
金
銭
的
調
整
で
は
カ
バ
ー
で
き

な
い
と
き
は
、
一
項
一
文
の
取
消
裁
量
は
零
に
縮
減
し
て
取
り
消
す
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
行
政
行
為
の
存
続
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
（
前
記
一
四
九
頁
参
照)

。
信
頼
の
援
用
が
で
き
な
い
と
す
る
二
項
三
文
各
号
の
規
定
も
適
用
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
に
二
項

四
文
を
適
用
し
な
い
の
は
金
銭
等
給
付
的
行
政
行
為
の
場
合
と
く
ら
べ
て
差
異
が
あ
る
。

「
原
則
と
し
て
」
保
護
に
値
す
る
も
の
と
さ
れ
る
給
付
の
消
費
・
原
状
回
復
困
難
な
財
産
的
処
分
を
定
め
る
規
定
（
二
項
二
文
）

も
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
金
銭
的
調
整
の
要
件
で
あ
る
保
護
に
値
す
る
信
頼
の
存
在
は
、
行
政
行
為
の
取
消
禁
止
を
根
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拠
づ
け
る
そ
れ
と
比
較
し
て
、
よ
り
容
易
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
受
益
者
が
行
政
行
為
を
顧
慮
し
て

財
産
的
処
分
を
す
れ
ば
原
状
回
復
が
困
難
で
な
く
て
も
、
保
護
に
値
す
る
信
頼
は
存
す
る
と
い
う
も
の
も
あ
る

(

�)

。
こ
れ
に
対
し
て
、

一
般
に
、
取
り
消
す
か
ど
う
か
の
裁
量
決
定
で
は
金
銭
等
給
付
的
行
政
行
為
の
取
消
の
場
合
と
同
様
の
視
点
に
よ
る
べ
き
と
し
て
、

二
項
二
文
の
考
え
方
は
こ
れ
以
外
の
授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
の
場
合
に
も
妥
当
す
る
と
い
う
も
の
も
あ
る

(

�)

。
保
護
に
値
す
る
信
頼

が
公
益
と
の
比
較
考
量
に
依
存
す
る
か
ぎ
り
、
財
産
的
処
分
に
限
定
す
る
の
は
と
も
か
く
、
後
者
の
見
解
が
適
切
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

二

受
益
者
の
金
銭
的
調
整
請
求
権
は
、
同
請
求
権
の
存
す
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
時
か
ら
一
年
以
内
に
か
ぎ
っ
て
行
使
で
き
る
。

請
求
権
の
範
囲
は
信
頼
利
益
の
補
償
に
と
ど
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
政
行
為
が
発
せ
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
場
合
と
同
様
の
状

況
に
お
か
れ
、
行
政
行
為
の
存
続
を
信
頼
し
て
支
出
し
た
費
用
（
消
極
的
利
益
）
が
補
償
さ
れ
る
。
事
情
に
よ
っ
て
は
積
極
的
な
履

行
利
益
の
補
償
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
う
る
。
請
求
額
は
取
消
を
求
め
る
公
益
の
強
度
と
比
較
し
て
決
め
ら
れ
る
か
ら
、
補
償
は
一
部

に
の
み
限
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

(

�)

。
か
つ
て
は
行
政
の
償
還
請
求
権
（
旧
二
項
五
文
〜
八
文
）
は
行
政
行
為
の
取
消
と
同
時
に
確
定
さ

れ
る
か
ら
取
消
手
続
と
償
還
手
続
と
の
一
元
化
が
図
ら
れ
て
い
た
が

(

�)

、
金
銭
的
調
整
は
行
政
行
為
の
取
消
と
同
時
に
行
う
こ
と
に
は

な
っ
て
い
な
い
。
具
体
的
な
補
償
額
は
官
庁
が
決
定
す
る
。
行
政
の
償
還
請
求
権
と
受
益
者
の
補
償
請
求
権
に
関
す
る
争
い
は
、
原

則
と
し
て
行
政
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
。
こ
の
こ
と
を
明
規
す
る
旧
六
項
は
一
九
九
六
年
の
改
正
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
が
、
同
様

の
こ
と
は
す
で
に
行
政
裁
判
法
（
Ｖ
ｗ
Ｇ
Ｏ
）
四
〇
条
一
項
か
ら
導
か
れ
る
か
ら
、
こ
の
削
除
に
よ
っ
て
も
そ
の
実
質
に
変
更
は
な

い

(

�)

。受
益
者
の
補
償
請
求
権
は
、
本
質
的
に
犠
牲
（A

u
fo

p
fe

ru
n

g

）
の
視
点
に
基
づ
く
補
償
法
原
則
に
な
ら
う
も
の
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
旧
六
項
の
削
除
に
も
か
か
わ
ら
ず
公
用
収
用
ま
た
は
公
用
収
用
類
似
の
侵
害
（e

n
te

ig
n

u
n

g
sg

le
ich

e
r

E
in

g
-
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riff

）
に
基
づ
く
補
償
請
求
権
は
排
除
さ
れ
ず
、
民
法
八
三
九
条
・
基
本
法
三
四
条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
も
生
じ
る
こ
と
が

あ
る

(
�)

。
(

�)
M

e
y

e
r,

F
n
(

6)
,

S
.

9
9

6
.

(

�)
H

.
Jo

h
le

n
,

A
u

sg
le

ich
san

sp
ru

ch
b
e

i
d
e

r
�
�
��
�
��
�
	

o
d

e
r

W
id

e
rru

f

	��

�
���	�

�	�
V

e
rw

altu
n

g
sak

te
,

N
JW

1
9

7
6
,

S
.

2
1

5
5
.

(

�)

そ
の
理
由
と
し
て
、H

an
s

M
e

y
e

r,
F

n
(

7)
,

S
.

4
4

1

は
二
項
二
文
は
根
本
思
想
、K

o
p

p
/R

am
sau

e
r,

F
n
(

7)
,

S
.

8
4

6

は
一
般
原

則
を
表
明
す
る
こ
と
を
あ
げ
る
が
、M

e
y

e
r,

F
n
(

6)
,

S
.

9
9

6

は
二
項
二
文
の
準
用
を
い
う
。

(

�)
Jo

h
le

n
,

F
n
(

5
5)

,
S
.

2
1

5
5
.

(

�)

一
九
六
三
年
模
範
草
案
に
つ
い
て
、
南
・
注(

３)

七
七
頁
参
照
。

(

�)
M

e
y
e

r,
F

n
(

6)
,

S
.

9
9

7
f.

な
お
、L
au

b
in

g
e

r,
F

n
(

7)
,

S
.

6
5

3
f.,

6
5

7

に
よ
れ
ば
、
償
還
請
求
権
・
調
整
請
求
権
は
四
八
条
二
項

・
三
項
と
い
う
公
法
規
定
に
基
づ
く
か
ら
公
法
上
の
請
求
権
で
あ
り
、
行
政
裁
判
法
四
〇
条
一
項
に
よ
り
行
政
裁
判
所
の
管
轄
権
が
認
め

ら
れ
る
の
は
当
然
と
し
て
、
旧
六
項
は
不
要
と
み
る
。
い
く
つ
か
の
州
の
行
政
手
続
法
に
も
、
旧
六
項
に
相
応
す
る
規
定
は
な
い
と
い
う
。

(

�)
K

o
p

p
/R

am
sau

e
r,

F
n
(

7)
,

S
.

8
4

7
f.

な
お
、
旧
六
項
も
公
用
収
用
類
似
の
侵
害
を
理
由
と
す
る
補
償
が
考
慮
さ
れ
う
る
こ
と
も
定

め
る
が
、
違
法
な
授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
に
は
公
用
収
用
類
似
の
侵
害
に
必
要
と
さ
れ
る
侵
害
行
為
の
違
法
性
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

公
用
収
用
類
似
の
侵
害
を
理
由
と
す
る
補
償
は
原
則
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。v

g
l.

Jo
h

le
n
,

F
n
(

5
5)

,
S
.

2
1

5
5
;

L
au

b
in

g
e

r,
F

n
(

7)
,

S
.

6
5

7
f.

四

取
消
期
間
（
四
項
）

一

授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
は
、
官
庁
が
取
消
を
是
認
す
る
（re

ch
tfe

rtig
e

n

）
事
実
を
知
っ
た
と
き
か
ら
一
年
以
内
で
の
み

許
さ
れ
る
（
四
項
一
文)

。
官
庁
は
い
つ
ま
で
も
取
消
権
を
行
使
で
き
る
と
い
う
の
で
は
、
受
益
者
は
法
的
不
安
定
の
状
態
に
お
か

れ
る
か
ら
、
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
取
消
権
の
除
斥
期
間
（A

u
ssch

lu
ssfrist

）
が
定
め
ら
れ
た

(

�)

。
こ
の
除
斥
期
間
は
、
侵
益
的
行
政
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行
為
の
取
消
に
は
な
く
（
一
項
二
文)

、
詐
欺
・
強
迫
・
賄
賂
に
よ
り
得
た
授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
に
も
な
い
（
四
項
二
文)

。

前
記
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
行
政
法
草
案
八
八
条
二
項
・
同
修
正
草
案
四
八
条
二
項
は
、
授
益
的
行
政
行
為
の
発
付
後
六
か
月
以
内

を
取
消
期
間
と
し
て
定
め
る
が
、
や
は
り
右
と
同
様
の
適
用
除
外
を
お
く
。
右
の
除
斥
期
間
は
、
侵
益
を
こ
う
む
る
者
が
取
消
の
申

立
て
や
訴
え
を
提
起
し
て
い
る
二
重
効
果
（
複
効
）
的
行
政
行
為
の
取
消
に
も
存
在
し
な
い
（
五
〇
条
に
よ
る
四
八
条
四
項
の
適
用

除
外)

。
連
邦
行
政
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
後
に
最
終
的
決
定
を
発
す
る
旨
の
留
保
付
で
発
せ
ら
れ
る
行
政
行
為
の
取
消
に
も

四
項
一
文
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う

(

�)

。
失
効
の
原
則
を
排
除
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
除
斥
期
間
前
で
も
取
消
権
の
失
効
は
あ
り
う
る

(

�)

。

二

取
消
期
間
の
開
始
の
時
点
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
四
年
一
二
月
一
九
日
の
連
邦
行
政
裁
判
所
大
部
判
決
が
著
名
で
あ
る
。
こ

の
判
決
に
よ
れ
ば
、
官
庁
が
行
政
行
為
の
取
消
決
定
の
た
め
の
重
要
事
実
の
す
べ
て
を
完
全
に
知
っ
た
と
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
さ
ら

な
る
事
実
解
明
な
し
に
事
物
に
則
し
た
裁
量
行
使
の
も
と
で
取
消
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
が
客
観
的
に
可
能
で
あ
る
場
合
に
、
期

間
は
進
行
を
開
始
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
決
定
期
間
（E

n
tsch

e
id

u
n

g
sfrist

）
と
し
て
の
一
年
と
い
う
取

消
期
間
の
目
的
に
沿
う
と
い
う
の
で
あ
る

(

�)
。

こ
の
大
部
判
決
に
対
し
て
は
、
学
説
に
は
反
対
が
多
い
。
取
消
が
考
慮
さ
れ
う
る
こ
と
を
示
す
事
実
を
お
よ
そ
知
っ
た
時
を
取
消

期
間
の
開
始
の
時
点
と
み
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
四
項
は
「
す
べ
て
の
事
実
」
と
は
い
わ
ず
単
に
「
事
実
」
と
の
み
い
う
こ

と
、
一
年
と
い
う
取
消
期
間
は
す
べ
て
の
事
実
調
査
の
終
了
後
の
純
然
た
る
考
慮
期
間
（�

�����
��

�
�	
��	�

）
と
み
る
べ
き
で
は

な
い
こ
と
、
大
部
判
決
の
ご
と
く
理
解
す
る
と
き
は
官
庁
は
常
に
新
た
な
調
査
を
す
る
こ
と
に
よ
り
取
消
期
間
の
開
始
を
延
長
す
る

自
由
を
も
つ
で
あ
ろ
う
こ
と
に
あ
る
。
ラ
ウ
ビ
ン
ガ
ー
は
、
こ
の
反
対
説
に
理
解
を
示
し
て
大
部
判
決
に
疑
問
を
留
保
し
つ
つ
も
、

結
局
は
同
判
決
の
方
を
支
持
す
る
。
実
際
に
取
消
事
由
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
の
解
明
に
は
、
た
と
え
ば
測
量
を
し
た
り
鑑
定
を
求

め
た
り
、
受
益
者
に
事
前
の
聴
聞
の
機
会
を
与
え
る
（
二
八
条
）
な
ど
、
多
く
の
時
間
が
必
要
だ
か
ら
と
い
う
の
で
あ
る

(

�)

。
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三

右
の
大
部
判
決
は
、
官
庁
（�

��
����

）
概
念
も
判
示
し
て
、
官
庁
と
は
官
庁
内
部
の
権
限
あ
る
職
務
担
当
者
を
い
う
と
す

る
。
こ
れ
に
対
し
て
も
批
判
が
多
く
、
権
限
あ
る
職
務
担
当
者
で
な
く
て
も
官
庁
内
の
他
の
職
員
が
知
れ
ば
官
庁
が
知
っ
た
こ
と
に

な
る
と
い
う
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
一
条
四
項
は
官
庁
概
念
を
使
う
が
、
四
八
条
四
項
も
こ
れ
と
異
な
る
官
庁
概
念
を
使
う
わ
け
で

は
な
い
こ
と

(
�)
、
こ
れ
に
加
え
て
市
民
は
原
則
と
し
て
官
庁
内
部
の
権
限
配
分
を
知
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
あ
げ
る

(

�)

。

(

�)
M

e
y
e

r,
F

n
(

6)
,

S
.

9
8

0

は
、
同
旨
と
し
て
、
連
邦
行
政
裁
判
所
や
連
邦
社
会
裁
判
所
の
判
決
を
援
用
す
る
が
、
な
お
、
除
斥
期
間

の
制
度
は
手
続
経
済
に
も
資
す
る
と
い
う
。

(

�)
L

au
b

in
g

e
r,

F
n
(

7)
,

S
.

6
5

9
.

(

�)
K

o
p

p
/R

am
sau

e
r,

F
n
(

7)
,

S
.

8
5

0
.

(

�)

な
お
、
乙
部
・
注(

�)
七
四
頁
以
下
。

(

�)
L

au
b

in
g

e
r,

F
n
(

7)
,

S
.

6
6

2
f.
同
旨
、E

rich
se

n
,

F
n
(

1
0)

,
S
.

3
5

5
f.

(

�)
L

au
b

in
g

e
r,

F
n
(

7)
,

S
.

6
6

1
.

(

�)
M

e
y

e
r,

F
n
(

6)
,

S
.

9
8

5
f.

一

混
合
効
果
的
行
政
行
為
の
取
消

一

二
重
効
果
（
複
効
）(

D
o

p
p

e
lw

irk
u

n
g

）
的
行
政
行
為
は
、
混
合
効
果(

M
isch

w
irk

u
n

g)

的
ま
た
は
第
三
者
効(

D
rittw

ir-

k
u

n
g

）
的
行
政
行
為
と
に
分
か
れ
る
。
混
合
効
果
的
行
政
行
為
と
は
、
同
一
の
当
事
者
に
授
益
的
か
つ
侵
益
的
な
法
的
効
果
を
及

ぼ
す
行
政
行
為
を
い
う
。
た
と
え
ば
、
官
吏
任
用
な
ど
の
身
分
的
行
為
、
負
担
付
ま
た
は
申
請
の
一
部
拒
否
の
形
で
行
わ
れ
る
授
益
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的
行
政
行
為
が
そ
う
で
あ
る
と
い
う
。

二

授
益
的
部
分
と
侵
益
的
部
分
が
可
分
の
場
合
は
、
前
者
は
授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
、
後
者
は
侵
益
的
行
政
行
為
の
取
消
に

関
す
る
規
律
が
適
用
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
両
者
が
不
可
分
の
場
合
は
授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
に
関
す
る
規
律
が
適
用
さ

れ
る
と
い
う
が

(

�)

、
行
政
行
為
の
客
観
的
属
性
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
結
局
は
授
益
的
行
政
行
為
ま
た
は
侵

益
的
行
政
行
為
の
い
ず
れ
か
に
帰
着
す
る
こ
と
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

(

�)

。

(

�)
L

au
b

in
g
e

r,
F

n
(

7)
,

S
.

6
2

2
f.

原
則
的
に
同
旨
、K

o
p

p
/R

am
sau

e
r,

F
n
(

7)
,

S
.

8
2

7
.

ド
イ
ツ
の
従
来
の
学
説
に
つ
い
て
は
、
茂
呂

・
注(

４)

四
八
頁
。

(

�)

乙
部
・
注(

１)

三
三
頁
以
下
お
よ
び
同
所
に
掲
記
の
文
献
な
ど
参
照
。

二

第
三
者
効
的
行
政
行
為
の
取
消

一

授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
に
関
す
る
規
定
は
、
相
手
方
に
は
授
益
的
で
あ
る
が
、
第
三
者
に
は
侵
益
的
で
あ
る
第
三
者
効
的

行
政
行
為
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
侵
益
を
う
け
る
第
三
者
は
こ
の
行
政
行
為
の
取
消
の
申
立
て
な
い
し
訴
え
を

提
起
す
る
こ
と
に
よ
り
自
己
の
権
利
利
益
を
確
保
し
う
る
こ
と
、
こ
の
場
合
、
第
三
者
効
的
行
政
行
為
は
侵
益
的
行
政
行
為
に
ほ
か

な
ら
ず
、
五
〇
条
に
よ
れ
ば
授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
制
限
に
関
す
る
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
反
対
解
釈
と
し
て
法
的

救
済
手
続
外
で
の
右
の
第
三
者
効
的
行
政
行
為
の
取
消
に
は
授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
制
限
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
あ
る

(

�)

。

た
だ
し
、
保
護
に
値
す
る
信
頼
の
有
無
は
、
単
に
受
益
者
の
信
頼
と
取
消
を
求
め
る
公
益
と
の
比
較
考
量
の
み
に
よ
ら
ず
、
第
三
者

の
利
害
を
も
考
慮
す
べ
き
こ
と
に
な
る

(

�)

。

二

こ
れ
に
対
し
て
、
相
手
方
に
は
侵
益
的
だ
が
第
三
者
に
は
授
益
的
で
あ
る
第
三
者
効
的
行
政
行
為
に
つ
い
て
は
、
事
情
は
異

な
る
。
行
政
行
為
は
相
手
方
に
対
し
て
拘
束
力
を
も
ち
、
第
三
者
の
受
益
は
事
実
上
の
反
射
的
性
格
の
も
の
が
多
い
こ
と
、
第
三
者
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保
護
規
範
の
違
反
の
場
合
で
も
、
第
三
者
は
行
政
行
為
の
取
消
後
で
も
義
務
づ
け
訴
訟
に
よ
り
授
益
的
行
政
行
為
の
発
付
を
求
め
う

る
こ
と
か
ら
、
右
の
行
政
行
為
に
は
侵
益
的
行
政
行
為
の
取
消
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う

(

�)

。

(

�)
E

rich
se

n
,

F
n
(

1
0)

,
S
.

3
4

0
.

(

�)
L

au
b

in
g

e
r,

F
n
(

7)
,

S
.

6
9

1
.

第
三
者
効
的
行
政
行
為
の
取
消
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
従
来
の
学
説
等
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
・
注(

５)

二
〇
一
頁
以
下
。

(

�)
E

rich
se

n
,

F
n
(

1
0)

,
S
.

3
4

0
f.

一

概

説

一

租
税
通
則
法
（
Ａ
Ｏ
）
一
三
〇
条
は
、
侵
益
的
行
政
行
為
と
授
益
的
行
政
行
為
と
で
取
消
の
許
容
要
件
や
取
消
期
間
の
有
無

を
区
別
す
る
。
こ
こ
で
、
同
条
を
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る

(

�)

。

第
一
三
〇
条
（
違
法
な
行
政
行
為
の
取
消
）

�

違
法
な
行
政
行
為
は
、
そ
れ
が
不
可
争
と
な
っ
た
後
で
も
、
全
部
ま
た
は
一
部
、
将
来
ま
た
は
過
去
に
対
す
る
効
力
を
も
っ

て
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

�

権
利
も
し
く
は
法
的
に
重
要
な
利
益
を
設
定
し
ま
た
は
確
認
す
る
行
政
行
為
（
授
益
的
行
政
行
為
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
場
合
に
の
み
、
取
り
消
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

一

行
政
行
為
が
事
物
管
轄
権
を
も
た
な
い
官
庁
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
と
き
。

二

行
政
行
為
が
詐
欺
、
強
迫
ま
た
は
賄
賂
の
ご
と
き
不
正
な
手
段
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
と
き
。
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三

受
益
者
が
重
要
な
関
係
に
お
い
て
不
当
ま
た
は
不
十
分
で
あ
っ
た
申
述
に
よ
っ
て
行
政
行
為
を
得
た
と
き
。

四

行
政
行
為
の
違
法
性
が
受
益
者
に
知
ら
れ
て
い
た
か
、
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
き
。

�

財
務
官
庁
が
違
法
な
授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
を
是
認
す
る
事
実
を
知
る
と
き
は
、
取
消
は
こ
れ
を
知
っ
た
時
か
ら
一
年
以

内
で
の
み
許
さ
れ
る
。
第
一
文
は
、
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

�

取
消
に
関
し
て
は
、
行
政
行
為
の
不
可
争
後
は
、
土
地
管
轄
に
関
す
る
規
定
に
よ
り
権
限
を
有
す
る
財
務
官
庁
が
決
定
を
す

る
。
取
り
消
さ
れ
る
べ
き
行
政
行
為
が
他
の
財
務
官
庁
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
と
き
も
、
ま
た
同
様
と
す
る
。
第
二
六
条
第
二
文

は
、
そ
の
適
用
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。

二

一
三
〇
条
は
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
四
八
条
に
類
似
す
る
部
分
も
か
な
り
あ
り
、
こ
の
場
合
、
後
者
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
説
明
が

参
考
に
な
ろ
う
。
一
三
〇
条
は
、
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
四
八
条
が
と
り
わ
け
営
業
法
・
警
察
法
・
公
物
法
を
手
本
と
し
た
こ
と
を
あ
ま
り
深

く
考
え
ず
に
、
ま
た
そ
れ
ほ
ど
必
要
性
も
な
い
の
に
法
秩
序
の
統
一
の
見
地
か
ら
、
こ
れ
を
取
り
入
れ
た
な
ど
と
厳
し
い
批
判
を
加

え
る
も
の
も
あ
る

(

�)

。
一
三
〇
条
・
一
三
一
条
は
、
内
容
的
に
は
一
九
一
九
年
の
旧
ラ
イ
ヒ
租
税
通
則
法
（
Ｒ
Ａ
Ｏ
）
や
一
九
三
一
年

の
新
Ｒ
Ａ
Ｏ
九
三
条
・
九
五
条
・
九
六
条
に
準
じ
る
と
い
う
見
方
も
あ
る

(

�)

。

取
消
の
用
語
法
や
観
念
等
に
つ
い
て
は
、
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
行
政
行
為
が
無
効
（
一
二
五

条)

、
手
続
・
形
式
的
瑕
疵
の
治
癒
（
一
二
六
条
・
一
二
七
条
）
、
転
換
（
一
二
八
条)

、
誤
謬
の
訂
正
（
一
二
九
条
。
な
お
、
右
の

旧
Ｒ
Ａ
Ｏ
七
四
条
三
項
も
こ
の
場
合
と
取
消
と
を
区
別
す
る
）
な
ど
の
場
合
に
は
、
一
三
〇
条
の
適
用
は
問
題
と
な
ら
な
い

(

�)

。
取
消

の
取
消
も
許
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
原
行
政
行
為
は
復
活
す
る

(

�)

。

一
三
〇
条
は
、
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
四
八
条
に
な
ら
っ
た
授
益
的
・
非
授
益
的
行
政
行
為
概
念
を
採
用
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
行
政
行

為
の
授
益
・
侵
益
性
の
区
別
の
基
準
は
取
り
消
さ
れ
る
べ
き
行
政
行
為
で
は
な
く
取
消
行
為
に
つ
い
て
み
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
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行 政 行 為 の 客 観 的 属 性 は 授 益 的 で あ っ て も 、 法 令 の 規 定 に よ れ ば 相 手 方 に よ り 授 益 が 帰 属 す べ き は ず の と き は 、

こ の 行 政 行 為 の 取 消 に 対 す る 相 手 方 の 信 頼 保 護 は 問 題 に な ら な い と い う 指 摘 も あ る

( �)

。 非 授 益 的 行 政 行 為 の 主 な 例

が 侵 益 的 行 政 行 為 で あ る が 、 非 授 益 的 行 政 行 為 に は こ の ほ か 侵 益 的 で も 授 益 的 で も な い も の が あ る と い い 、 た と

え ば 臨 場 検 査 の 命 令 は 侵 益 的 行 政 行 為 で あ る が 、 納 税 義 務 者 か ら の 臨 場 検 査 の 申 請 を 拒 否 す る こ と が そ の 例 で あ

る と す る も の も あ る

( �)

。 こ の 考 え 方 は 、 行 政 行 為 の 客 観 的 属 性 を 重 視 す る も の で あ る が 、 後 者 の 場 合 も 侵 益 的 行 政

行 為 概 念 に 含 ま せ う る よ う に 思 わ れ る 。

( �) Ａ Ｏ に 関 し て は 、Tipke/Kruse, Kommentar zum Abgabenordnung, 8. Aufl., 1976 ; M. �������in : Koch/Scholtz, Abga-

benordnung (Kommentar), 8. Aufl., 1996 ; R. ���	�
in : Klein, Abgabenordnung (Kommentar), 8. Aufl., 2003. Ａ Ｏ 一 三

〇 条 に つ い て は 、 中 川 一 郎 編 『 七 七 年 Ａ Ｏ 法 文 集 （ 邦 訳 ) 』 ( 三 晃 社 、 昭 和 五 四 ・ 一 九 七 九 ） 九 〇 頁 以 下 に 波 多 野 弘 教

授 に よ る 邦 訳 が あ り 、 訳 出 に あ た っ て 参 照 し た 。

( �) Tipke/Kruse, Fn (73), �130ff. Tz. 4. 同 旨 、 J. Martens, Die neue Abgabenordnung, NJW 1976, S. 652 ; G. Mihatsch,

�
���
�, ���	
���und Widerruf von Steuerverwaltungsakten, 1988, S. 65.

( �) H. Fichtelmann, Systematik, �
���
�und Aufhebung der Verwaltungsakte und Steuerbescheide nach der AO 1977,

2. Aufl., 1980, S. 39 ; �������, Fn (73), S. 825.

( �) L. Woerner/G. Grube, Die Aufhebung und �
���
�von Steuerverwaltungsakten, 1977, S. 28f.; Mihatsch, Fn (74), S.

67. も っ と も 、�������, Fn (73), S. 826 に よ れ ば 、 連 邦 財 政 裁 判 所 （ Ｂ Ｆ Ｈ ） の 判 例 は 無 効 な 行 政 行 為 の 取 消 も 許 す

と い う 。

( �) �������, Fn (73), S. 826.

( �) Tipke/Kruse, Fn (73), �130 Tz. 3. 同 旨 、Fichtelmann, Fn (75), S. 40f.; Woerner/Grube, Fn (76), S. 28.連
邦
行
政
手
続
法
等
に
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け
る
行
政
行
為
の
取
消
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(

�)
�
�����

�,
F

n
(

7
3)

,
S
.

8
2

8
.

二

侵
益
的
行
政
行
為
の
取
消

一

一
三
〇
条
一
項
は
、
二
項
と
の
対
比
か
ら
み
て
、
侵
益
的
行
政
行
為
に
つ
い
て
は
取
消
自
由
の
原
則
を
定
め
る
も
の
と
解
さ

れ
る
。
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
不
可
争
後
で
も
取
消
は
許
さ
れ
る
が
、
責
任
決
定
・
受
忍
決
定
の
場
合
は
取
消
期
限

が
あ
る
（
一
九
一
条
三
項

(

�))

。

二

連
邦
財
政
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
相
手
方
は
取
消
に
つ
い
て
瑕
疵
な
き
決
定
を
求
め
る
権
利
を
も
つ
。
官
庁
は
、
不
可

争
後
は
取
消
義
務
を
負
わ
な
い
。
相
手
方
の
取
消
請
求
権
は
、
た
と
え
ば
、
相
手
方
が
官
庁
の
行
為
を
つ
う
じ
て
法
的
救
済
を
提
起

し
な
い
よ
う
に
誘
導
さ
れ
た
場
合
、
民
事
訴
訟
法
五
八
〇
条
の
再
審
事
由
が
存
す
る
場
合
な
ど
、
ま
れ
な
事
案
で
の
み
考
慮
さ
れ
る

(

�)

。

(

�)
M

ih
atsch

,
F

n
(

7
4)

,
S
.

7
4
.

(

�)
�
�
�	
�


,

F
n
(

7
3)

,
S
.

7
2

5
f.

三

授
益
的
行
政
行
為
の
取
消

一

授
益
的
行
政
行
為
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要
件
が
存
す
る
場
合
に
の
み
、
こ
れ
を
取
り
消
し
て
も
よ
い
と
定
め
る
か
ら
（
二

項)

、
む
し
ろ
取
消
不
自
由
の
原
則
を
と
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
。
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
四
八
条
の
ご
と
く
授
益
的
行
政
行
為
を
二
分
し
て
取

消
禁
止
＝
取
消
許
容
・
金
銭
補
償
と
い
う
よ
う
な
二
分
法
は
と
ら
な
か
っ
た
。
授
益
的
行
政
行
為
の
例
と
し
て
は
、
納
税
の
猶
予
、

租
税
免
除
、
執
行
の
中
止
、
記
帳
義
務
の
軽
減
な
ど
が
あ
り
、
侵
益
的
行
政
行
為
の
取
消
も
授
益
的
行
政
行
為
と
さ
れ
る

(

�)

。

Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
四
八
条
二
項
と
異
な
り
、
受
益
者
の
「
信
頼
」
と
か
公
益
と
の
比
較
考
量
に
よ
り
信
頼
の
法
的
保
護
の
有
無
を
決
め
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る
と
い
う
明
示
の
文
言
は
み
ら
れ
な
い
が
、
Ａ
Ｏ
一
三
〇
条
は
取
消
制
限
の
法
的
根
拠
を
信
頼
保
護
原
則
に
求
め
る
と
解
す
る
も
の

や
(

�)
、
行
政
の
法
律
適
合
性
へ
の
利
益
が
当
事
者
の
行
政
行
為
の
存
続
へ
の
利
益
よ
り
も
優
る
場
合
に
の
み
取
消
は
許
さ
れ
る
と
い
う

も
の
も
あ
る

(

�)

。
ま
た
、
受
益
者
に
よ
る
「
給
付
の
消
費
」
と
か
原
状
回
復
困
難
な
「
財
産
的
処
分
」
の
よ
う
な
文
言
も
み
ら
れ
な
い

が
、
取
り
消
す
か
ど
う
か
が
公
益
と
の
比
較
考
量
に
依
存
す
る
か
ぎ
り
裁
量
決
定
の
範
囲
内
で
は
こ
の
こ
と
も
考
慮
さ
れ
る
で
あ
ろ

う

(

�)

。二

一
三
〇
条
二
項
二
号
か
ら
四
号
ま
で
が
授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
事
由
と
し
て
列
挙
す
る
も
の
は
、
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
四
八
条
二

項
三
文
各
号
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
Ａ
Ｏ
で
は
、
詐
欺
等
は
「
不
正
な
手
段
」(

u
n

lau
te

re
M

itte
l

）
の
例
示
と
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
由
が
存
す
る
と
き
は
単
に
取
り
消
し
う
る
と
し
、
「
信
頼
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
か
、
「
過
去
に

対
す
る
効
力
」
を
も
つ
取
消
が
原
則
で
あ
る
と
明
規
し
な
い
点
で
は
差
異
が
あ
る
。
二
項
一
号
が
掲
げ
る
事
由
は
、
相
手
方
の
信
頼

保
護
の
視
点
と
は
直
接
の
か
か
わ
り
を
も
た
な
い
。
二
項
四
号
の
場
合
を
除
く
と
、
前
記
の
旧
Ｒ
Ａ
Ｏ
七
八
条
も
ほ
ぼ
同
じ
取
消
事

由
を
定
め
る
。

１

事
項
的
権
限
の
な
い
官
庁
が
発
し
た
場
合
（
一
号
）

事
項
的
権
限
の
な
い
官
庁
が
発
し
た
行
政
行
為
は
し
ば
し
ば
無
効

と
な
る
が
（
一
二
五
条)

、
常
に
そ
う
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
受
益
者
が
事
項
的
権
限
の
な
い
官
庁
が
発
し
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た

こ
と
は
、
裁
量
活
動
の
際
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う

(

�)

。

２

詐
欺
・
強
迫
・
賄
賂
な
ど
不
正
手
段
に
よ
り
行
政
行
為
を
得
た
と
き
（
二
号
）

不
正
手
段
と
行
政
行
為
の
発
付
と
の
間

に
は
因
果
関
係
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
正
手
段
は
、
納
税
者
が
そ
の
不
当
を
知
り
な
が
ら
申
述
を
し
た
場
合
に
も
認
め
ら
れ
る
。

故
意
が
な
い
場
合
に
は
不
正
手
段
は
認
め
ら
れ
な
い
。
代
理
人
な
ど
に
よ
る
不
正
手
段
も
受
益
者
に
帰
せ
ら
れ
る
。
第
三
者
の
不
正

手
段
に
基
づ
き
行
政
行
為
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
受
益
者
が
そ
の
原
因
を
与
え
て
い
な
い
と
き
は
、
こ
の
要
件
を
充
足
し
な
い

(

�)

。
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３

重
要
な
関
係
に
お
い
て
不
当
・
不
十
分
な
申
述
に
よ
り
行
政
行
為
を
得
た
と
き
（
三
号
）

「
重
要
な
関
係
に
お
い
て
」

は
、
官
庁
が
申
述
の
不
当
・
不
十
分
を
知
っ
て
お
れ
ば
行
政
行
為
を
発
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
場
合
に
認
め
ら
れ
る
。
申
述

が
唯
一
の
原
因
と
な
っ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。
代
理
人
な
ど
に
よ
る
不
当
・
不
十
分
な
申
述
も
受
益
者
に
帰
せ
ら
れ
る
。
第
二
号
の

場
合
と
異
な
り
、
受
益
者
の
有
責
性
は
要
件
で
は
な
い
。
官
庁
が
申
述
の
不
当
等
を
知
り
え
た
と
き
、
ま
た
は
、
行
政
行
為
の
発
付

へ
の
共
同
因
果
性
が
あ
る
こ
と
は
、
取
り
消
す
か
ど
う
か
の
裁
量
活
動
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
。

４

行
政
行
為
の
違
法
性
を
知
っ
て
い
た
か
重
過
失
に
よ
り
こ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
と
き
（
四
号
）

信
頼
保
護
原
則
の
発
露

で
あ
る

(

�)

。
代
理
人
の
知
識
可
能
性
も
受
益
者
に
帰
せ
ら
れ
る
。
違
法
性
を
も
た
ら
す
事
情
を
知
っ
て
い
た
だ
け
で
は
足
ら
ず
、
違
法

性
の
意
識
を
も
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

以
上
の
ほ
か
、
撤
回
留
保
・
負
担
の
不
履
行
も
取
消
事
由
と
な
る
と
い
わ
れ
る
（
同
旨
、
前
記
の
旧
Ｒ
Ａ
Ｏ
七
八
条
一
項

(

�))

。
そ

の
理
由
は
、
右
の
四
号
は
完
結
的
な
取
消
事
由
で
は
な
く
、
適
法
な
行
政
行
為
の
撤
回
（
一
三
一
条
二
項
一
号
）
に
妥
当
す
る
も
の

は
違
法
な
行
政
行
為
の
取
消
に
も
妥
当
す
べ
き
こ
と
な
ど
に
あ
る
。
受
益
者
の
同
意
の
あ
る
と
き
も
取
消
は
許
さ
れ
る
（
同
旨
、
旧

Ｒ
Ａ
Ｏ
七
六
条
一
項
二
号

(

�))

。

三

保
護
に
値
す
る
信
頼
が
存
し
な
い
と
き
は
、
継
続
効
を
も
た
な
い
行
政
行
為
（
例
、
免
除
、
責
任
決
定
）
は
過
去
に
対
す
る

効
力
を
も
っ
て
取
り
消
し
う
る
。
保
護
に
値
す
る
信
頼
が
存
す
る
と
き
で
も
、
継
続
効
を
も
つ
行
政
行
為
（
例
、
記
帳
義
務
軽
減
の

承
認
、
執
行
停
止
の
決
定
）
は
原
則
と
し
て
将
来
に
対
す
る
効
力
を
も
っ
て
取
り
消
さ
れ
る

(

�)

。
撤
回
事
由
が
あ
る
場
合
の
取
消
も
、

将
来
に
対
す
る
効
力
を
も
っ
て
行
わ
れ
る

(

�)

。

四

授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
は
、
詐
欺
な
ど
不
正
手
段
に
基
づ
く
場
合
を
除
い
て
、
一
年
以
内
で
の
み
許
さ
れ
る
。
取
消
期
間

は
、
官
庁
が
取
消
を
是
認
す
る
事
実
を
知
っ
た
と
き
か
ら
進
行
す
る
（
三
項)
。
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
四
八
条
四
項
と
ほ
ぼ
同
文
の
規
定
で
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あ る 。 失 効 の 可 能 性 も あ る 。

( �) �������, Fn (73), S. 828.

( �) Tipke-Kruse, Fn (73), �130ff. Tz. 1ff.; Woerner/Grube, Fn (76), S. 27 ; �	�
��, Fn (73), S. 719.

( �) Mihatsch, Fn (74), S. 75f.

( �) Mihatsch, Fn (74), S. 74.

( �) Woerner/Grube, Fn (76), S. 30 ; Mihatsch, Fn (74), S. 78.

( �) Mihatsch, Fn (74), S. 79.

( �) Fichtelmann, Fn (75), S. 43 ; Mihatsch, Fn (74), S. 80.

( �) Tipke-Kruse, Fn (73), �130 Tz. 8 ; Woerner/Grube, Fn (76), S. 32f.; Mihatsch, Fn (74), S. 77f.; �������, Fn (73), S.

831.

( 	) Woerner/Grube, Fn (76), S. 33 ; �������, Fn (73), S. 831.

( 
) Tipke-Kruse, Fn (73), �130 Tz. 11 ; Mihatsch, Fn (74), S. 81.

( �) �������, Fn (73), S. 831. こ の 考 え 方 は 適 切 で あ ろ う 。 乙 部 ・ 注 ( １ ) 三 八 頁 参 照 。

一 以 上 、 若 干 の 文 献 を 参 照 し て で は あ る が 、 Ｖ ｗ Ｖ ｆ Ｇ 四 八 条 等 の 規 律 を 概 観 す る こ と が で き た の で は な い

か と 思 う

( �)

。 個 別 に 寸 評 を し た と こ ろ も あ る が 、 こ こ で は 少 々 、 概 括 的 な 論 評 を し て お く 。 な お 、 一 九 八 〇 年 に 制

定 の 社 会 法 典 （ Ｓ Ｇ Ｂ ） 第 一 〇 編 四 四 条 以 下 の 紹 介 ・ 検 討 と の 関 連 に お い て 、 Ｖ ｗ Ｖ ｆ Ｇ 四 八 条 と の 比 較 や そ の

論 評 に つ い て は 行 っ た こ と が あ る

( )

。連
邦
行
政
手
続
法
等
に
お
け
る
行
政
行
為
の
取
消

17
1

六 お わ り に
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１

侵
益
的
行
政
行
為
の
取
消

Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
四
八
条
一
項
や
Ａ
Ｏ
一
三
〇
条
一
項
は
取
消
自
由
の
原
則
を
と
っ
て
い
る
が
、

撤
回
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る

(

�)

。
侵
益
的
行
政
行
為
の
取
消
は
法
律
に
よ
る
行
政
の
回
復
に
資
す
る
と
と
も
に
相
手
方
の
信
頼
も
損
な

わ
な
い
か
ら
、
こ
の
規
律
に
は
賛
成
で
き
る
。
例
外
的
な
取
消
制
限
が
明
規
さ
れ
な
い
こ
と
や
取
消
義
務
が
正
面
か
ら
議
論
さ
れ
る

の
は
、
撤
回
の
場
合
と
比
べ
て
特
色
が
あ
る
。
侵
益
的
行
政
行
為
の
不
可
争
力
の
発
生
後
も
、
個
別
事
案
で
は
取
消
義
務
が
導
か
れ

う
る
場
合
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

(

�)

。

２

授
益
的
行
政
行
為
の
取
消

Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
四
八
条
二
項
や
Ａ
Ｏ
一
三
〇
条
二
項
は
、
授
益
的
行
政
行
為
に
つ
い
て
は
取
消

は
自
由
で
は
な
い
と
い
う
立
場
に
た
つ
が
、
撤
回
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
一
般
に
、
取
り
消
す
か
ど
う
か
は
裁
量
決
定
に
委
ね
ら

れ
、
こ
の
際
に
は
受
益
者
の
信
頼
保
護
が
重
要
な
考
量
基
準
と
な
る
。
受
益
者
の
信
頼
が
法
的
保
護
に
値
す
る
か
ど
う
か
は
、
取
消

を
求
め
る
公
益
等
と
の
比
較
考
量
に
よ
り
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、
個
別
事
案
に
お
け
る
利
益
考
量
は
必
須
と
な
る

が
、
こ
の
利
益
考
量
に
お
い
て
受
益
者
の
利
益
を
決
定
づ
け
る
も
の
は
何
か
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
う
す
る
と
授
益
的
行
政
行

為
の
取
消
制
限
の
法
的
根
拠
は
単
な
る
利
益
考
量
説
で
は
な
く
信
頼
保
護
説
に
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
撤
回
の
場
合
お
よ
び
Ａ
Ｏ
一

三
〇
条
二
項
で
は
こ
れ
ら
の
こ
と
は
明
規
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
近
い
考
え
方
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

�

ま
ず
、
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
四
八
条
に
よ
れ
ば
、
授
益
的
行
政
行
為
の
種
類
に
よ
り
信
頼
保
護
の
態
様
お
よ
び
行
政
庁
の
対
応
に
も

二
つ
の
区
別
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
金
銭
等
給
付
的
行
政
行
為
に
つ
い
て
は
そ
の
存
続
を
認
め
る
方
法
と
損
失
補
償
を
要
件
と
す
る

取
消
の
方
法
と
で
は
、
実
際
上
の
効
果
は
そ
れ
ほ
ど
差
異
は
な
く
、
そ
う
す
る
と
同
条
に
所
定
の
信
頼
保
護
の
効
果
・
目
的
は
、
全

体
と
し
て
財
産
保
護
に
あ
っ
て
存
続
保
護
に
は
な
い
と
す
る
見
方
も
で
き
よ
う
。
四
八
条
は
、
四
九
条
や
Ｓ
Ｇ
Ｂ
第
一
〇
編
四
四
条

以
下
と
違
っ
て
、
授
益
的
行
政
行
為
と
非
授
益
的
行
政
行
為
を
別
々
の
条
項
で
定
め
る
こ
と
を
し
て
い
な
い
。
四
八
条
一
項
二
文
・

二
項
〜
四
項
は
授
益
的
行
政
行
為
の
み
を
定
め
る
が
、
一
項
一
文
は
非
授
益
的
行
政
行
為
だ
け
を
定
め
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
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と
を
考
慮
す
れ
ば
、
金
銭
等
給
付
的
行
政
行
為
以
外
の
授
益
的
行
政
行
為
に
あ
っ
て
も
、
取
消
に
よ
り
金
銭
的
調
整
に
よ
っ
て
は
カ

バ
ー
で
き
な
い
よ
う
な
損
失
が
発
生
す
る
と
き
な
ど
存
続
保
護
の
要
請
が
強
い
と
き
に
は
、
四
八
条
一
項
に
基
づ
く
裁
量
活
動
の
結

果
、
取
消
自
体
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
四
八
条
二
項
一
文
の
文
言
上
は
、
信
頼
の
対
象
は
行
政
行
為
の
「
存
続
」
に
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
現
代

行
政
に
お
け
る
行
政
法
令
の
解
釈
適
用
に
関
す
る
行
政
解
釈
へ
の
依
存
・
信
頼
の
保
護
と
い
う
こ
と
か
ら
み
て
、
ま
た
、
同
項
三
文

三
号
は
受
益
者
の
行
政
行
為
の
違
法
の
知
識
可
能
性
を
信
頼
を
援
用
し
え
な
い
事
由
と
定
め
る
こ
と
か
ら
も
、
信
頼
の
対
象
に
は
行

政
行
為
が
適
法
で
あ
る
こ
と
を
も
含
み
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

(

�)

。
信
頼
保
護
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
法
的
安
定
性
説

・
基
本
権
説
な
ど
争
い
も
あ
る

(
�)
。

�

Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
四
八
条
二
項
二
文
は
、
受
益
者
が
給
付
の
消
費
・
原
状
回
復
困
難
な
財
産
的
処
分
を
し
た
場
合
に
は
信
頼
は
原

則
と
し
て
保
護
に
値
す
る
と
定
め
る
が
、
財
産
的
処
分
概
念
は
許
可
等
の
利
用
や
信
頼
の
実
行
と
比
較
し
て
狭
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三
項
の
授
益
的
行
政
行
為
に
つ
い
て
は
二
項
二
文
の
適
用
・
準
用
は
明
規
さ
れ
て
い
な
い
が
、
保
護
に
値
す
る
信
頼
が
公
益
と
の
比

較
考
量
に
依
存
す
る
か
ぎ
り
、
財
産
的
処
分
、
許
可
等
の
利
用
な
ど
信
頼
の
実
行
は
重
要
な
考
量
要
素
と
な
る
。
信
頼
の
実
行
例
と

し
て
財
産
的
処
分
に
限
定
す
る
の
は
、
金
銭
等
給
付
的
行
政
行
為
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
三
項
の
授
益
的
行
政
行
為
に
つ
い
て
は

狭
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

�

二
項
三
文
各
号
が
受
益
者
が
信
頼
を
援
用
し
え
な
い
事
由
と
し
て
列
挙
す
る
も
の
は
、
一
般
に
適
切
で
あ
ろ
う
。
二
項
三
文

の
規
定
は
金
銭
等
給
付
的
行
政
行
為
に
も
そ
の
他
の
授
益
的
行
政
行
為
に
も
適
用
さ
れ
る
が
、
後
者
に
は
二
項
四
文
は
適
用
さ
れ
な

い
。
二
項
三
文
各
号
の
事
由
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
過
去
に
対
す
る
取
消
が
原
則
で
あ
る
こ
と
は
授
益
的
行
政
行
為
一
般
に
共
通

す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
二
項
四
文
は
過
去
に
対
す
る
取
消
が
原
則
で
あ
る
場
合
と
し
て
、
二
項
三
文
各
号
の
事
由
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が
存
在
す
る
こ
と
の
み
を
明
示
す
る
の
は
狭
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
広
く
給
付
の
消
費
や
回
復
困
難
な
財
産
的
処
分
等
に
よ
り

保
護
に
値
す
る
信
頼
が
存
在
し
な
い
場
合
を
も
明
示
す
べ
き
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

�

継
続
効
の
あ
る
授
益
的
行
政
行
為
の
将
来
に
対
す
る
取
消
は
、
原
則
と
し
て
保
護
に
値
す
る
信
頼
を
侵
さ
な
い
。
こ
の
意
味

で
は
、
侵
益
的
行
政
行
為
の
取
消
に
比
す
る
も
の
が
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
取
消
期
間
が
な
く
、
前
者
に
つ
い
て
は
四
八
条
四
項

の
文
理
上
は
一
年
と
い
う
除
斥
期
間
を
徒
過
す
る
と
将
来
に
わ
た
り
永
続
的
に
違
法
な
年
金
等
の
給
付
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

将
来
に
対
す
る
取
消
も
、
過
去
に
対
す
る
取
消
と
同
一
の
除
斥
期
間
に
服
す
る
と
い
う
の
は
問
題
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
適
法
な
授
益
的
行
政
行
為
の
撤
回
も
将
来
に
対
す
る
効
力
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
が
、
一
年
と
い
う
除
斥
期
間
に
服
す
る

（
四
九
条
二
項
二
文)

。
こ
の
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
し
て
も
、
取
消
の
対
象
と
な
る
授
益
的
行
政
行
為
は
原
始
的
に
違
法
で
あ
っ

た
と
い
う
違
い
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

３

第
三
者
効
的
行
政
行
為
の
取
消

法
的
救
済
手
続
外
で
の
第
三
者
効
的
行
政
行
為
の
取
消
に
は
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
五
〇
条
や
Ａ

Ｏ
一
三
二
条
は
適
用
さ
れ
な
い
か
ら
、
授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
単
に

受
益
者
の
信
頼
と
取
消
を
求
め
る
公
益
と
の
比
較
考
量
の
み
で
な
く
、
侵
益
を
う
け
る
第
三
者
の
利
害
を
も
考
慮
す
べ
き
こ
と
に
な

ろ
う
。
撤
回
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

４

行
政
行
為
の
種
別
と
の
関
係

行
政
行
為
の
取
消
制
限
の
問
題
の
検
討
に
際
し
て
は
、
侵
益
的
行
政
行
為
と
授
益
的
行
政

行
為
の
区
別
を
基
本
と
し
て
二
重
効
果
的
行
政
行
為
を
も
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
継
続
効
を
も
つ
行
政

行
為
な
ど
別
の
視
点
に
基
づ
く
行
政
行
為
の
種
別
法
も
付
随
的
で
あ
れ
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う

(

�)

。
撤
回
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

二

租
税
行
政
行
為
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
租
税
決
定
で
あ
る
が
、
租
税
決
定
の
取
消
等
に
つ
い
て
は
Ａ
Ｏ
一
七
二
条
以

下
が
定
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｂ
Ｇ
第
一
〇
編
四
四
条
以
下
に
も
、
行
政
行
為
の
取
消
に
関
す
る
規
律
が
み
ら
れ
る
。
こ

神戸学院法学 第34巻第３号

174



(851)

れ
ら
の
規
律
の
概
要
等
に
つ
い
て
も
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、
Ｅ
Ｃ
法
に
お
け
る
行
政
行
為
の
取
消
や
Ｅ
Ｃ
法
と
の
関
連

で
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
四
八
条
の
解
釈
に
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る

(

�)

。

(

�)
本
稿
は
、
乙
部
・
注(

５)

の
う
ち
Ｖ
ｗ
Ｖ
ｆ
Ｇ
四
八
条
等
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
最
近
の
文
献
を
も
参
照
し
て
全
面
的
に
書
き

改
め
た
結
果
と
な
っ
た
。

(

�)

乙
部
哲
郎
「
西
ド
イ
ツ
社
会
法
典
に
お
け
る
行
政
行
為
の
取
消
撤
回
」
神
院
一
二
巻
三
号
（
昭
和
五
六
・
一
九
八
一
）
二
九
頁
以
下
。

(

�)

乙
部
・
注(
１)
一
頁
以
下
。

(

�)

遠
藤
・
注(

５)
二
〇
八
頁
は
利
益
考
量
か
ら
同
旨
の
結
論
を
導
く
よ
う
に
解
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、
裁
量
統
制
の
法
理
が
重
要
な

役
割
を
果
た
し
、
た
と
え
ば
平
等
原
則
か
ら
同
旨
の
結
論
が
導
か
れ
る
と
き
も
あ
ろ
う
。

(

�)

さ
し
あ
た
り
乙
部
・
注(
５)
八
二
頁
以
下
お
よ
び
同
所
に
掲
記
の
文
献
な
ど
参
照
。

(

�)

乙
部
・
注(

５)

八
七
頁
以
下
。
信
頼
保
護
原
則
は
、
授
益
的
行
政
行
為
の
取
消
・
撤
回
の
み
で
な
く
、
他
の
行
政
活
動
や
立
法
・
裁

判
活
動
に
も
妥
当
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
信
頼
保
護
一
般
の
法
的
根
拠
に
関
す
る
最
近
の
議
論
に
つ
い
て
は
、

B
lan

k
e
,

F
n
(

1
5)

,
S
.

1
2

ff.

な
お
、
乙
部
哲
郎
「
西
ド
イ
ツ
公
法
に
お
け
る
信
頼
保
護
の
原
則
の
動
向
」
神
院
六
巻
一
号
（
昭
和
五
〇
・

一
九
七
五
）
一
八
三
頁
以
下
、
鍋
沢
幸
雄
「
行
政
法
に
お
け
る
信
頼
保
護
の
諸
問
題(

一)

〜(

五)

」
立
正
一
一
巻
三
＝
四
号
、
一
二
巻
三

＝
四
号
、
一
三
巻
三
＝
四
号
、
一
五
巻
一
〜
四
号
、
一
九
巻
一
＝
二
号
（
昭
和
五
三
〜
六
一
・
一
九
七
八
〜
一
九
八
六
）
参
照
。

(

�)

四
八
条
は
仮
の
（�

�����
��	

）
行
政
行
為
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
異
論
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、K

o
p

p
/R

am
sau

e
r,

F
n
(

7)
,

S
.

8
0

9
f.

は
、
そ
の
仮
の
性
格
か
ら
信
頼
保
護
の
程
度
は
低
い
も
の
の
四
八
条
の
適
用
可
能
性
は
あ
る
と
い
う
。

(

�)

さ
し
あ
た
り
乙
部
哲
郎
「
西
ド
イ
ツ
租
税
通
則
法
に
お
け
る
租
税
決
定
等
の
廃
止
変
更
」
神
院
一
三
巻
四
号
（
昭
和
五
八
・
一
九
八

三)

、
同
「
西
ド
イ
ツ
社
会
法
典
草
案
に
お
け
る
行
政
行
為
の
取
消
撤
回
」
神
院
一
〇
巻
二
号
（
昭
和
五
四
・
一
九
七
九)

、
同
・
注(

�)

、

同
・
注(

	)

。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
一
部
も
そ
の
後
、
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
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